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コワモテ人気小説家は、職無しオンナを溺愛中！
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　柔らかな風が髪の毛を通り抜け、空を見上げれば鱗雲が浮かんでいる。

　今年も暑さがやっと過ぎ去り、過ごしやすくなる季節へうつろう。

　伊崎いざき八榎やえは店舗前の掃き掃除を終えて店内へと戻る。

「八榎ちゃん、休憩入っていいよ」

「わかりました」

　店長に声をかけられ、八榎は裏にある休憩スペースへと向かい、着けていたエプロンを外した。ソファーに座りながらまかないのサンドイッチを口の中へと放り込む。

　このカフェは八榎の伯母夫婦が経営している小さなカフェだ。駅から徒歩十分ほどの裏道にあるため、ちょっとした隠れ家カフェとして人気を集めている。

　カフェの仕事は楽しいが、二十八歳で親戚のお店を手伝っているだけという状況だ。

　お店の手伝いをし、伯母の愚痴を聞き、一人暮らしをしているアパートに戻る日々。

　やりたいことがあればよかったのだが、やりたいことも夢もない。

　最初は中小企業の営業職に就いていた。

　優しい人もたくさんいたし、可愛がってもらっていたとも思っている。けれど、いろいろあって辞めてしまった。しばらく家に引きこもっていたが、伯母が自分のカフェで働かないかと誘ってくれた。そのおかげで、今はこうしてなんとか過ごしている。

　ぼんやりとしていれば、休憩時間はすぐに終わってしまう。

「今日は、あの人くるかな」

　最近の八榎には、小さな楽しみがあった。

　ときどきカフェにやってくる大柄の男性で、伯母たちには〝やっさん〟と呼ばれている。フルネームは知らない。カフェの常連であっても、お互い名前を名乗ることがほとんどないため、名前を知らないことはよくある。

　そんな彼がどうして八榎の楽しみかというと、いつも真剣な顔をしてケーキを物色する姿が可愛いのだ。彼は前髪を長く伸ばしているので、口元しか見えないが笑うと八重歯が少しだけ覗く。

　それに、最近は八榎がケーキを作ることもあるので、彼が自分の作ったケーキを選んでくれるか。食べたら、どんな顔をするのかが知りたくなる。

　店内へ戻ると、ちょうど彼が入店した瞬間だった。

「いらっしゃいませ」

「こんにちは」

　口数は決して多くはないし、社交的でもない。それでも、彼からかもしだされる雰囲気はとても穏やかなもので心地がいい。

「……レアチーズケーキとコーヒーのセットで」

「今日も店内でお召し上がりですよね？　いつもの席、空いてますよ」

　彼は小さく頭を下げて、いつもの席へと向かった。

　八榎は口端を緩めながらケーキの準備をする。これは、八榎が作ったものだ。彼が美味しく食べてくれたら嬉しい。

　ケーキとコーヒーを運び、カウンターに戻りながら彼が一口ケーキを食べたのを見つめる。少しだけ口角が上がった気がして、小さくガッツポーズを取る。

　夕方近くになり、お客が減った時間。

　彼の会計が終わったとき、一人の男性客が入店した。視線をあげると、そこには従兄弟が立っていた。

「八榎、お前本当にここで働いてるんだな」

「どうしたの？　ここ数年音沙汰なしだったのに」

「会社、辞めてきたんだよ」

「はあ？」

　店内が騒がしくしなったせいで、伯母夫婦が様子を見にやってくる。そこに自分の息子が立っていたので、大騒ぎだ。

「あの、すみません。お騒がせしてしまって」

　八榎は突如騒がしくなったレジ前で、帰るタイミングを失い立ち尽くしている彼に謝罪した。

「大丈夫。それに息子さんのことは聞いてたし」

「そうなんですね」

「ごちそうさま」

「ありがとうございました。またのご来店をお待ちしておりますね」

　彼を見送ってから、八榎はテーブルを片付けたり他のお客の相手をしたりした。伯母たちは店の奥へ引っ込んでしまっている。一人でもなんとかなる客数なのでかまいはしないが、従兄弟の突然の出現に、八榎は少し不安になる。

　繁盛しているとはいえ、ここのカフェの経営はギリギリだ。だからこそ、八榎のことは正規雇用ではなくアルバイトだし、給料も決して高くなく、ボーナスだってない。従兄弟が帰ってくれば、状況が変わる。

　辞める覚悟が必要かもしれない。

　それから、一週間ほど経ったころその不安は現実のものとなる。

「ごめんね。八榎ちゃん」

「いえ、しかたありません」

　従兄弟がお店を手伝うことになったため、人員オーバーだ。

　すぐに辞めてほしいというわけではないが、できるだけ早めに次を見つけてほしいという感じだった。八榎は、これからまたスーツを着て面接をはしごする日々かと憂鬱になる。

　それにもう、彼と会うこともないのは寂しい。

　八榎もお客としてカフェの常連になればいいのだが、仕事が決まればそういうわけにはいかないだろう。

　お昼を過ぎた時間に、彼が入店した。

　八榎は注文されたケーキとコーヒーを持っていった。いつもならすぐ離れるが、今日はそのまま立ち止まる。彼が不思議そうにこちらを見て、緩く首を傾げた。

「私、お店辞めることになったんです。いろいろと事情があって」

「え……、そうなの？」

「次はまだ見つかってないので、これから探さなきゃなんですけど。……なので、次いつお話できるかわからないし、常連さんなのでちょっとご挨拶です！　ケーキ、いつも美味しそうに食べていただきありがとうございました」

　小さく頭をさげて、カウンターへと戻った。

　カフェが終わる時間までいつものように働いた八榎は、荷物を持って外へでた。

　すでに時刻は夜の九時過ぎ。あたりはすっかり暗くなっている。

「日がはやくなったなあ」

　夏でもこの時間になれば暗かったが、暗さの色合いが違う。

　駅に向かって歩きだすと、電信柱から大きな影がぬっとでてくる。

「ひぃっ！」

「あ、ごめん。俺です……。あの、矢ヶ崎やがさきです」

　誰だ矢ヶ崎って、と叫びそうになったが、暗闇に目が馴れてくると薄い光でもその姿がきちんと確認できるようになった。それが常連のやっさんだということがわかり、安堵の息を漏らす。

「もー、吃驚させないでくださいよ。いきなり現れると心臓が止まります」

「そうなったら、心臓マッサージかな？」

「冷静ですね。いや、というよりどうしたんですか？　こんなところで。あと、今さらですけどやっさんて矢ヶ崎さんっていうんですね」

「名乗らないから、わからないのも当たり前かなと思う。あと、君を待ってた」

「私……をですか？」

　彼が小さく頷いた。

「仕事を探すなら、俺のところで働かないかな？」

「仕事ですか？」

　突然のことに、八榎は目をぱちくりとさせる。

「……いったいどんな？」

「俺のマネージャー……みたいなもの」

「え、芸能人？」

「見える？」

「すみません」

　勢いで謝ってみたものの、マネージャーという仕事のイメージが芸能関係しかない。いわゆる秘書的な仕事を求めているということだろうか。

「もし、興味があるならここに連絡がほしいんだ」

　手渡されたのは小さなメモ用紙。

「矢ヶ崎佑たすく……さん。こういう漢字なんですね」

　メモ用紙には彼の名前、住所、連絡先が手書きで書いてあった。

「なんのお仕事をされてるんですか？」

「……」

　まさか言いにくい仕事なのだろうかと不安になる。

　佑は、頭をがしがしと掻いた。

「小説家なんだ」

「はー、小説家。そういった関係の知り合いがいないので、不思議な感じがします」

「そういうものかな。俺は基本在宅で、ネタ集めだったり、休むために外にでたりするんだけど、自己管理がどうにも苦手で」

　生活能力が低いらしい。それを可愛いと思っている自分に驚く。

「俺が頼みたいのは、食事の準備と家の中の掃除。集中すると書く以外のことを全て忘れる傾向があるみたいで」

「お腹が空いたとかは思わないんですか？」

「まったく思わない。指摘されてやっと食べていなかったことと、お腹が減っていることに気がつくんだ。それで何度か救急車の世話になった過去があるんだよ」

　たしかにそれでは心配にもなってしまう。

「連絡、待ってる。……また、君のケーキが食べたい」

　佑はそれだけを言って、去っていった。

　八榎は手元にあるメモ用紙をじっと見つめる。綺麗な字で書かれている住所や名前に連絡先。こんな簡単に個人情報を渡してしまうなんて無防備にも程がある。

　そんなことを心配してしまう。

　仕事は欲しい。これから探すことの大変さや、漠然とした不安もある。

　けれど、常連だったというだけで彼のことを全面的に信用していもいいのか。

　こういう時、自分のことをとても臆病だと思う。

　新しいことや自分の知らない世界へと踏みだす勇気がでない。

　慎重だといえば聞こえはいいが、結局のところとても怖がりなのだ。

　軽率なことをして、なにか嫌な思いや取りかえしのつかないことになる不安もある。けれど、それと同時にそのリスクを抱えなければ、見えないものがあることも理解している。

　理解しているだけで、できなければ意味がないのだけど。

　とぼとぼと歩きながら、この先のことを考える。

　彼の申し出を断って、就職活動をする。スーツを着て、歩き回って、不採用の通知と戦う。給料は今よりいくぶんよくなったとしても、その会社に馴染めるかは別問題だ。

　前の会社も、馴染めてはいたが、辞めている。

　八榎は自宅アパートに帰り、クッションの上に座りながらメモを取りだす。

　そこにかかれている彼の名前をネット検索する。けれど、作品はヒットしなかった。

「なんでだろう」

　漢字を間違えたわけでもない。

「んー、でも本名じゃない小説家だっているもんなあ」

　それを考えると、検索をしてもでてこないから嘘だとはいえない。

　小説家のマネージャーとはいったいどういったものだろうか。

　飛び込んでみようか。

　見知らぬ世界へ。

　不器用そうな彼だけれど、かもしだされる穏やかな雰囲気を信じて。
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　伯母夫婦の店を辞めてから一週間後の月曜日。

　八榎は弟の克也を連れて佑のマンションへとやってきていた。

　彼の穏やかな雰囲気を信じようと思ったし、伯母夫婦に矢ヶ崎のことを聞いて飛び込むことを決めた。

　ただそれでも、不安が消えることはない。

　なので、克也に頼んで最初だけでもついてきてもらったのだ。

「へー、デカいマンション」

「そうだね」

「なに？　姉貴、ビビってんの？」

「当たり前でしょ……。矢ヶ崎さんのことまだ信用したわけじゃないし」

「俺的には、姉貴が少しでも信用したならいいと思うけど。そういう嗅覚？　みたいなやつ昔っから当たるからさ」

「そうかなあ……」

　楽観的な弟をもつと姉は大変だというだけな気がするが。

　克也は以前空手をやっていたので、身体が大きく腕っ節も強い。身長も高いため、威圧感があり護衛という意味ではうってつけの存在だ。

　だからこそ、ついてきてもらった。

　マンションエントランスのインターホンで部屋番号を打ち込む。しばらくすると、佑ではない人の声が聞こえてくる。

「はい？」

「あ、あの、今日から矢ヶ崎さんのマネージャーとして働くことになりました伊崎と申しますが」

「聞いてます聞いてます。今、ドアを開けるので、入ってきてください」

　自動ドアをくぐり、エレベーターに乗り込む。最上階の角部屋が佑の住まう部屋らしい。

　玄関の前でインターホンを鳴らそうと手を伸ばすが、躊躇ってしまい握りこぶしを作った。

　ここまできて今更だとは思うが、本当にいいのだろうかとやはり不安になる。

　さっきインターホン越しにでた見知らぬ男性のことも気になる。

「姉貴、ほんっとうに臆病だよな」

「うっさい」

　いざインターホンを押そうとした瞬間、玄関が開く。でてきたのは、八榎の知らない男性だった。しかし彼は八榎のことを知っているようで、目があった瞬間「待ってました」と歓迎された。

「全然インターホンが鳴らないので迷子になっているのかと思いました」

「すみません」

　口ぶりからして、さっきエントランスのインターホンに対応してくれたのはこの男性なのだろう。

「いえいえ、俺もう行くので後のことお願いできますか？　一応目処は立ちましたし、矢ヶ崎さんちゃんと生きてましたし」

「生存確認ですか？」

「そうなんですよー。矢ヶ崎さんって、締め切り近くになると連絡をいっさい絶つタイプなんで、心配になるんですよ。これからはそれがなくなると思うと、本当に助かります！」

　柔らかそうな雰囲気に、少しだけ警戒心が薄れる。

「僕は矢ヶ崎さんの担当をさせていただいてる前原まえはらと言います。これ、僕の名刺です」

「ありがとうございます」

　手渡された名刺には有名な出版社の名前が記載されていた。

「ちなみにこちらは？」

「弟です」

「そうですよね。いきなり男の部屋にくるってなったら護衛ぐらい連れてくるのが正解です。まあ、矢ヶ崎さんに限ってそういうのはないと思うんですけどね。あ、ちょっと名刺返してもらっていいですか？」

　八榎が手渡された名刺を返すと、前原は名刺の裏にボールペンでなにかを書いた。

「これ、僕のＳＮＳの検索ＩＤです。いきなり連絡交換は戸惑われるとおもうので、安心してからここに連絡ください」

「わかりました。お気遣いありがとうございます」

　こういった気遣いをしてもらえると、とても安心する。

「じゃあ、失礼します。あ、矢ヶ崎さん奥で寝てるので、よろしくお願いします」

「わかりました。おつかれさまです」

　前原が去っていくのを見送ってから、靴を脱いで部屋の中へとあがった。

「姉貴、名刺貸して」

「ん？　はい」

　克也は名刺をみながら、どこかに電話をかける。

「お世話になっております。前原さまいらっしゃいますか？」

　どうやら、名刺の出版社に電話をかけているようだ。

「はい、そうです……。はい、そうなんですね。いえ、大丈夫です。また後ほどかけさせていただきますので。失礼いたします」

　克也から名刺を返される。

「公式サイトから電話番号探して電話した。名刺に書いてある通りの部署で前原さんちゃんと存在してたし、今は外にでてるってさ」

「はー、しっかりしてるねえ」

「当たり前だろ？　詐欺の可能性だってあるし。でも、大丈夫そうだな。そもそも、姉貴をここまでして詐欺る必要もないだろうし」

「まあね。とくに財産とかないし」

「問題なさそうだし、俺行くよ。彼女と約束してるから」

「ありがとう」

「それでもなんかあったら、電話して。すぐ来るから」

「うん」

　弟がでて行くのを見送ってから、廊下をすすむ。

　廊下に点在する洋服を横目に、真っ直ぐ進むとリビングがあった。リビングも洋服やコンビニ弁当の空容器が無造作に放置されている。ゴミ屋敷というほどではないが、なかなかの惨状だ。

　リビングのテーブルの上に鞄を置いて、部屋の換気もかねてベランダの窓を開けて外にでてみた。

　足音が聞こえ、室内を覗くと佑がリビングを通って行く。こちらに気がついていないのか、八榎には一瞥もくれずにどこかへ向かう。追いかけてみると、廊下の洋服を踏みながら扉を開けて入っていった。

　少しするとシャワーの音が聞こえてきたので、あそこはどうやらバスルームらしい。

　八榎はどうしようかと悩み仁王立ちをしながらあたりを見渡す。

「とりあえず、片づける方向でいってみようかな」

　テーブルの上に置いてあるお弁当箱を全て流し台に持って行き、洗って分別してゴミ袋へと捨てていく。散らかっている洋服も、分類してそれぞれ山にしていった。

　ある程度歩きやすくなったころに、佑がタオルを腰に巻いて戻ってくる。

　元々身体が大きいとは思っていたが、脱ぐとこんなにもすごいとは思っていなかった。鍛えられた筋肉に目が釘付けである。

　腹筋も割れてはいるが、盛り上がっているわけではなくとても綺麗に筋肉がついている。純粋にかっこいいと思う気持ちと、ああいう身体の人に抱きしめられたらどういう風なのか、というやましい気持ちも生まれる。

　このままでは駄目だと、相変わらずぼんやりとしている佑に声をかけた。

「おつかれさまです」

「……八榎ちゃんの幻が見える」

「いちおう、実在してますね」

「え、うわっ！　そうか、今日からだった。ごめん、記憶から抜け落ちていた」

　いつも前髪で目の部分が見えないのだが、シャワーを浴びた後でも見えないのだなと佑をみていると、彼は慌てて部屋へと引っ込んでいき着替えて戻ってきた。

「申し訳ない……」

「なにがですか？」

「忘れてたのもそうだけど、女性にみせる姿ではなかったなって」

「ああ、大丈夫ですよ。見慣れてるので」

「見慣れっ……。そうか、そう……だよね」

　なぜか肩を落として落ち込んでいる。

「矢ヶ崎さん？」

「いや、気にしないで。もしかして、掃除をしてくれた？　こんなに綺麗ではなかったと思うんだ」

　むしろこの状態で綺麗だというのなら、どれぐらいが普通のラインなのだろうか。たしかに、締め切りの度にこの惨状を目の当たりにすれば世話をしてくれる人を雇いたくもなる。

「軽くですけど」

「ありがとう、助かる。えーっと、まずは給与とか説明したほうがいいよね……」

　佑は一度部屋に戻り、紙を持って戻ってきた。

「一応、給与だったり拘束時間だったりとか、そういうの全部記載してある。必要であれば契約書も作成するけど、いまいちわからなくてお願いしてる税理士に相談中なんだ」

「いままで、誰かを雇ったことはないんですか？」

「あまり、人が出入りするのは好きじゃないのと……。まあ、いろいろと」

　言葉を濁す彼をみると、以前なにかがあったのかもしれない。話したくなさそうなので、無理矢理聞くことでもない。

「とりあえず、試験的に働くことにします。まずは基本の三ヶ月からどうですか？」

「もちろん。君がこの仕事を合わないと感じる可能性もあるし」

　彼に提示された条件をあらためて眺める。

　休みは不定休だが週に二日。

　締め切りが近い時期は休まないようにする。

　時間はフレックスで、就業時間が一週間に四十時間を越えないこと。

　忙しくない時は、自由にしていい。

　仕事内容は、掃除や洗濯に生存確認。

「……むしろこれでいいのか、不安になるやつだ」

　給与は以前働いていた会社と大差ない。それに伯母のところで働いていた時よりも生活が安定する。

「こんなに貰ってもいいのでしょうか……？」

「もちろん。時間と労働にはきちんとした対価を渡さないと」

「ありがとうございます。きっちり働かせていただきますね！　まずは、矢ヶ崎さんの今後のスケジュールを教えてください」

「あー……」

「まさか、それもわからないなんてことあります？」

「ごめん」

　本当にどうやって今まで仕事をしてきたのだろうか。

「だいたい、一ヶ月ぐらい前になると締め切りの話をされる……か、な。基本は覚えてて執筆してるんだけど、忘れてるやつとかもあってそう言う場合は徹夜が多い」

　もう少し自分を大切にしたほうがいいと言いたかったが、船をこぎ始めたのを見て言葉を飲みこむ。

「矢ヶ崎さん、寝たりないんですね」

「いや、その」

「締め切り終わったばっかりですもん。まずは睡眠です！　勝手に部屋の掃除したりゴミ捨てたりしていいですか？」

「かまわないよ。ただ、仕事場は後回しにしてほしい」

「わかりました。ゆっくり寝てください」

　矢ヶ崎はふらふらと身体を揺らしながら部屋に戻っていった。

　相当眠かったようだ。

　まずはリビングの片付けからはじめた。机のうえに、捨てていいのか判断ができないものを置いていき、それ以外は分別してゴミ袋の中に放り込んでいく。

　キッチンのコンロ部分や流しの掃除をし、冷蔵庫のなかを確認した。

　冷蔵庫のなかには、水と食べ物がはいっていて、賞味期限が数ヶ月過ぎたものなどもあった。

　捨てられるものは一気に捨ててしまったほうがいいので、賞味期限が切れているものは全て流しにおいて分別をしていく。

　気がつけば、ここにやってきてから二時間近くたっていた。

「もうこんな時間」

　時刻は夕方の三時。

　洗濯は明日の朝数回にわけてやることにして、今日はリビングとキッチンまわり、それに洗面所の掃除を終わらせることにする。

　食事はどうするのかわからないので、保留だ。

　ある程度の掃除が終わったころ、矢ヶ崎が起きてきた。

「うわ、凄い」

「寝れましたか？」

「ああ、軽く寝られたし少し回復した」

　佑は肩を回し、身体を軽く伸ばす。

「たった数時間でこんなに。ありがとう」

「いえ、机のうえに置いてあるのが捨てていいかわからなかったものなので、捨ててよかったら分別してるゴミ袋にいれてください。あと、このマンションのゴミ収集とかってどうなってますか？　あと、洗濯物の洗剤も柔軟剤もなさそうだったんですけど……」

「あー、洗濯洗剤はちょっと前に無くなってから放置してる。柔軟剤は……使ってた記憶すらない」

「好き勝手やっていいなら、そうしますけど」

「そうしてくれるとありがたい。あー、けど甘い香り以外がいいな」

「了解です」

「ゴミ関係は、えーっと……どこだったかな」

　佑はリビングの棚のいたるところを探して、マンションの入居説明書を手渡してくれた。

「ありがとうございます」

「いや、ちなみにうちのマンションは好きなときにみんな持っていってるよ。二十四時間ゴミ捨て可能なんだ」

　該当ページを確認すると、たしかに所定の場所に置いておけばだす時間はいつでもいいようだ。

「八榎ちゃん、ご飯どうする？」

「矢ヶ崎さんに聞いてから判断しようと思ってました」

「家にはなんもないし、出前をとるか近くのお店に食べに行くかの二択だけど」

「うーん、それならゴミを捨てるついでに食べに行きませんか？」

「そうしよう。今日はこのまま帰ってもらって大丈夫だから、荷物は持ってね」

　矢ヶ崎と机のうえに置いた捨てていいかわからないものたちを分別し、ゴミ袋の口を閉じて部屋を後にする。

　指定のゴミ置き場にゴミを捨てて、佑がよくいくという定食屋へと向かった。

　定食屋でそれぞれ注文をすませて、明日の予定を伝える。

「明日は朝、買い物をしてから行きますね」

「わかった。そうだ、これうちの鍵」

「……そんなすぐに渡していいんですか？」

「次の締め切りまでまだあるからいいけど、締め切りが迫るとインターホンが鳴っても聞こえなくなるんだ」

「わかりました。受け取っておきます」

「うん、ありがとう。あと、指だしてくれる？」

　佑はスマホを取りだして、テーブルのうえに置く。

「指紋登録してほしいんだ」

「さすがにそれはいかがなものかと思いますが」

「これは俺個人のじゃなくて仕事用。仕事関係のメール確認もしてるから、これでスケジュールの管理をお願いしたい」

「なるほど。そういうことなんですね」

　指紋登録をしておけば、何かあるたびにロックを開いてもらわずに済む。そういう意味では、指紋登録が一番いいのかもしれない。

　指紋登録をして、スマホを佑に返す。

「電話もかかってきたらでていいから。仕事が終わって帰る時は、どこかに置いてくれれば」

「それだとわからなくなっちゃいそうですし、所定の場所を決めましょうか」

「たしかに、そうだね。じゃあ、それは明日にでも」

　頼んだ料理が目の前に運ばれてきたので、会話を中断した。箸を手に食事をはじめる。

「そういえば、履歴書っていりますか？」

「別にいらない……けど、なにかあったときに連絡先がわからないのは不便か」

「そんなかしこまったものがいらないなら、メモにでも書いておきますが」

「じゃあ、それでお願いしようかな」

　食事を終えて、会計を済ませて外にでた。

　佑が駅まで送ってくれるというので、道を完全に覚えていないこともあり、甘えることにする。

　駅で見送ってもらい、八榎は自宅のアパートへと帰宅する。弟の克也に連絡して、帰宅したことと明日から働くことを伝える。

　シャワーを浴びて、パジャマに着替えスマホを手にベッドに座る。

　すると克也からなぜか彼女とのツーショットの写真が送られてきていた。

「え、なにこれ、恋人がいない私への当てつけです？」

　仲がいいことはなによりだが、恋人のいない自分には痛く突き刺さる。

「恋人かあ」

　本当に欲しいのかもよくわかってはいない。

　そもそも欲しいという言葉が正しいのかどうかもだ。

　この数年は忙しさや、生活の不安定さでそういったことは考えられなかった。それに、年の近い男性が近くにいることが嫌だった時期もある。

「自分の好みもわからないのに、欲しいもなにもないか」

　頭に過ぎったのは、今日から八榎の雇用主である佑の姿。

　見上げれば、首が少し痛くなるほどに長身で大柄。けれど、彼の薄い唇から聞こえる柔らかく低い声はとても心地がいい。髪の毛で隠れてみえない瞳がどういう感じなのか気になってしまう。

「そういえば、矢ヶ崎さんっていくつなんだろう」

　ベッドにもぐりながらそんなことを呟く。ただ、そこで気がついたのは自分がまったく自己紹介をしていないことだ。

　お互い顔見知りでなんとなく知っているせいか、あらためて自己紹介なんてしていない。八榎が、彼のフルネームを知っているのは仕事を頼まれたときに教えてもらったからだ。

　当たり前に〝八榎ちゃん〟と呼ばれていたが、彼がそう呼んでいるのは八榎の苗字を知らないからだ。カフェにいる時、みんなが八榎のことをそう呼んでいた。

　明日、今更かもしれないがきちんと自己紹介をしよう。

　一日緊張していたのと動きまわったからか疲れていて、八榎はすぐに意識を手放した。







　翌朝、八榎は朝の八時に起床した。

　支度をし、佑のマンションに行く前にドラッグストアに寄る。洗濯洗剤に入浴剤、その他もろもろを買い込んで佑のマンションへとたどり着く。さすがに買いすぎたのか、ビニールのヒモが指に食い込んで少しだけ痛い。

　預かった鍵で部屋の中にはいるが、部屋の中はシン――としている。

「おじゃましまーす」

　小さな声で呟いてから、そろそろと部屋に上がった。鍵を預かっているし、仕事だということも理解しているが、やはりまだ居心地はよくない。

　リビングの机のうえに、買ってきたものを置いた。とにかく、今日は溜まりに溜まっている洗濯物をどうにかしたい。

　昨日分類しておいた洗濯を開始する。それが終わるまでの間に、キッチンに置いてある物の把握。

　基本的な調味料や器具は揃っているが、使われている気配はあまりしない。

　コンビニ弁当の容器の量を考えれば、普段料理はしないみたいだ。

　洗濯を三回ほど終えたころに、佑がのそりと起きてきた。

「おはようございます」

「うわっ……、おはよう」

「幽霊をみたような反応しないでくださいよ」

「ごめん。どうも、人が居ることに慣れてなくて。はー、それにしても俺の家ってこんなに広かったっけ」

「洗濯物で溢れかえってましたもんね。とりあえず洗濯してますが、シーツも洗うので寝室に入ってもいいですか？」

「……うん。今更か、うん」

　佑が唇をへの字にしながら唸る。汚い部屋を見られたくないのだろうか。だが、締め切り後の一番ひどいであろう状況を見た後なので、こちらはあまり気にしない。

　むしろ、片付けるものが多いのならやる気も湧いてくるというものだ。

「じゃあ、お願いします」

「了解です」

　八榎は寝室へ足を踏み入れる。

　リビングほどではないが、なかなかに服が散らばっていて汚れている。

「ごめん。締め切り近くないときはもう少し……もう少しだけマシなんだけど」

「いいんですよ。修羅場のときとか気にしてられませんしね。とりあえずシーツをはがしますね」

　ぐいっと枕と布団のシーツを外し両手に抱えて、洗面所へと向かう。シーツを放り込んで洗濯機のスタートを押した。

　リビングに戻ると、佑はソファーに座ってくつろいでいる。

「仕事場はいつ掃除しますか？　あと、今日はオフということでいいですか？」

「仕事場は、明日からお願いしようかな。あと今日から一週間はなにもしたくない。仕事がなければ」

「……仕事用のスマホはどこに置いてあります？」

「昨日帰ってきてから……どうしたっけなあ」

　典型だ。物をどこか適当なところに置いてなくすタイプだ。

　佑は何度も寝室や仕事場をうろうろとして、玄関先からスマホを持って戻ってきた。

「玄関先に置きっぱなしにしてた」

「場所を決めましょう。私も使用するので、ココという場所を決めておくのがいいと思います」

「俺はどこでもいいけど……」

　八榎はリビングをぐるっと見回してから、テレビの近くに決めた。そこであればコンセントが届くし、絶対一度は目にする場所だからだ。

「私が帰る時は、ここにコンセントをさして置きますから、やがしゃき……やが……矢ヶ崎さんもここに置いてくださいね！」

「ぶはっ、ふ、ははっ」

　佑が顔を横に背けながら口元を覆って笑う。

　わざと噛んだわけではないのに、こうも笑われると少しだけムッとしてしまう。呂律が回らなかったのは八榎の失態なので笑うなとは言いづらいし、名前が言えなかったことに少しの後ろめたさもある。

「ごめん。俺も、八榎ちゃんって呼んでるし呼びやすいのでいいよ」

「すみません。呼びやすい……、普段どんな風に呼ばれてるんですか？」

「んー、仕事関係は苗字か先生が多いけど。だいたいは名前が多いかな」

「ほう、では佑さんでいきます」

「……うん」

　馴れ馴れしすぎかとも思ったが、嬉しそうに笑った佑をみて八榎は息が詰まる。

　相変わらず前髪で目が見えなくて、表情の全てがわかるわけではないが喜んでいるのは口端と雰囲気でじゅうぶん伝わってくる。

　店員とお客のときは、表情がわかりづらいと思っていたが、全然そんなことはない。どちらかというと、とてもストレートな人だ。

　大柄で、少し怖そうなのに穏やかでわかりやすいなんて、魅力的なギャップを持っているずるい人だ。

「そうだ。今更感が凄いですが、あらためまして伊崎八榎です。大学卒業後一度一般企業に就職しましたが、いろいろあって退職。伯母に声をかけてもらって、あそこの喫茶店で働かせてもらってました！　ちなみに趣味と特技も言いますか？」

「お見合いみたい……。いやいや、違う違う。えーっと、こちらこそあらためまして矢ヶ崎佑。大学在学中に小説の賞を貰って、そのままゆるゆると書き続けてる作家……みたいなもんです。趣味は甘いものを食べること、特技は……特技……、一分で寝られることかな」

「凄いですね！　寝られない日ってないんですか？」

「これが不思議とないんだよ。ベッドに潜って寝ようと思ったらすぐ寝られちゃうんだよ」

「羨ましいです……。あ、私の趣味はカフェ巡りで特技はクレーンゲームです」

「俺の特技よりぜんぜん凄いと思うけど、その特技」

「いやいや、実際は何度もやってたらコツがわかっただけです」

　今度一緒にゲームセンターに行こうという話にまで発展した。

「さて、自己紹介もしたところでこれ履歴書です」

「え、いらないって話になったと思うんだけど」

「メモにするよりこっちのほうが楽だったのと、管理もしやすいかなって思って」

「そっか、ありがとう。鍵のかかるところで厳重に保管するよ。……八榎ちゃんって二十八歳なんだね。妹と同じだ」

「佑さん、妹さんいらっしゃるんですか」

「ああ。結構口うるさい妹が。最近結婚したから、あまり顔を見せなくなったけど。それまでは定期的にきて部屋をどうにかしてくれてたんだ」

「なるほど。妹さんがいろいろしてくれてたってことなんですね。妹さんとはどれぐらい離れてるんですか？」

「妹が二十八で、俺が三十一だから……三歳差かな」

　そんな他愛のない話をしていると、洗濯機が終わりを告げる音を鳴らした。

「すみません。シーツ洗い終わったみたいなので干します！」

「お願いします」

　八榎はばたばたと洗面所へと向かい、洗い立てのシーツを洗濯機から取りだす。シーツをベランダに干して、今日一番やりたかった作業の終了だ。

「佑さんお昼どうしますか？」

「何か作れる？」

「簡単なものでしたら。がっつり食べたいなら一度買い物行かないとです」

「それなら、昼間は出前を取るから夕食お願いしてもいいかな？」

「もちろんです。でも、今日は夕方過ぎには上がりたいと思っていて。夕食には早すぎませんか？」

「作って置いといてくれれば、温めて食べるから大丈夫。ここ最近は夕食、カップラーメンかコンビニのお弁当かって感じだったから」

「そうだったんですね。なにかリクエストあります？」

「んー、鶏肉が食べたいな」

「なんとも大雑把なリクエストですね。でも、わかりました！　鶏肉料理かしこまりでーす」

　佑がおすすめする出前を注文し、八榎は出前が到着するまでの間にスケジュールを確認する。彼宛てに届いているメールを確認しながら、紙にメモをしていった。

　いまのところ、締め切りが近いのは二件。どちらも雑誌のコラムの依頼だ。

　ほかにもずっと担当とやりとりをしているであろうメールもあり、そこには来年刊行予定と書いてあった。

「小説って、完成するまでに結構掛かるんですね」

「たしかにね。資料を集めたり、内容を詰めたり。書き終わってからも改稿を何度もするからね。それらを経て本になっていくんだ」

「無からなにかを作りだすって、本当に凄いことですね。そういえば、佑さんのペンネームってなんですか？　メールは本名で届いていたので」

「……それは、秘密ってことで」

「え、まさかの秘密ですか」

「やっぱり恥ずかしいものだから。そんなに詮索しないで」

　佑が恥ずかしそうに言うので、八榎も追求をやめた。こんな風に言われてしまったら、知りたくても聞けない。

　これは自分で探しあてるしかないということだろう。仕事の内容はわかるので、そこから辿ることも可能だが、本人が秘密と言っていることを考えるとそこまでする必要はない。

「わかりました。でも、いつか教えたくなったら教えてくださいね」

「うん、ありがとう」

　なぜかホッとしたような声色に聞こえた。

　不思議に思ったが、言葉にはださなかった。

　その時インターホンが鳴り、八榎はインターホンの通話ボタンを押す。

「はーい」

『お待たせしましたー。出前のお届けです』

「いま開けます」

　一階エントランスのロックを解除する。

「やっぱり、来た相手がわかるのっていいですねえ」

「八榎ちゃんのところはわからないの？」

「そうなんですよ。結構、築年数が経ってるアパートなので」

　別段不便に感じることはないが、こうして相手の顔がわかるのは安心する。それに、この家のインターホンは録画機能付きのようだ。

　もう一度インターホンが鳴ったので、玄関先でカレーを受け取る。

「佑さん佑さん！　すっごいいい匂いがします！」

「カレーっていつどんな時でも食欲をそそる匂いがするんだよ」

　佑がうんうんと頷いてみせる。二人そろって昼食を摂り、八榎は買い物をするために外に出た。

　今日は気持ちのいい風が吹いている。洗濯物もよく乾きそうだ。

　近くのスーパーで買い物をし、佑のマンションへと戻る。

　買って来たものを冷蔵庫に片付けて、洗濯物を取り込んでいく。洗濯物を畳んでから、佑の寝室の扉を叩く。

「佑さん」

「どうぞ、空いてるよ」

「洗濯物畳んだんですが、どこに片付けますか？」

「洗濯物は基本、クローゼットの中に入れてもらえればいいかな。そんなに服を持ってるわけではないし、一番多いのはＴシャツだから、棚のなかに無造作に突っ込んでもらっても問題ないよ」

「わかりました」

　クローゼットを開けると、たしかにそんなに洋服は入っていなかった。スーツが二着と、クリーニングのタグがついたままのワイシャツ。それにコートがあるぐらいだ。

「あんまり外にでないし、かしこまった場所にも行かないからね」

「会社員だとスーツが消耗品らしいですよ。あと革靴も」

「営業は特にすり減るって聞くよ。友達もよく愚痴ってる」

　洗濯物をクローゼットにしまってから、八榎はキッチンへと戻り夕飯を作りはじめる。要望は鶏肉だったため、シンプルににんにくと一緒に焼くことにした。ほかに、副菜としてなすの煮浸し、ほうれん草のごま和えも作った。お米をといで炊飯器にセットする。

「よし、あとはタイマーをセットしておけばいいかな。佑さん、ご飯は何時に食べます？」

「そうだな。七時過ぎぐらいには食べると思うよ」

「わかりました。炊飯器のタイマーを七時にしておきますね」

「何から何までありがとう」

「いえいえ、このために雇ってもらったんですから。明日は仕事場の掃除なのでよろしくお願いしますね。あと、次の締め切りは再来週でした」

「そう。じゃあ、今週はゆっくりするよ」

「それじゃあ、今日は帰りますね」

「また、明日」

「はい。また、明日」

　誰かと次の約束をするのは、どこかこそばゆい。

　人と関わり合うのを嬉しいと思う反面、やはりどこか怖さもある。

　彼の柔らかさに救われている。そんなこと、彼は知りもしないだろうけれど。







　翌日は仕事場を掃除し、部屋の中も綺麗になっていった。

　それから一週間の間、佑は本当に何もしなかった。

　好きな本を読み、好きな時に眠り、八榎が作った食事を食べる。

　そして締め切りが近づいた頃に動きだした。

　不規則な生活は変わらないが、仕事場に篭もってデスクに向かい続けている。

　八榎は訪おとずれる時間をずらし、遅い時間まで佑のマンションにいるようにした。なにせ、本当になにも食べないのだ。

　忙しくなるにつれ、用意しておいた食事は冷蔵庫やテーブルの上に置きっぱなしにされるようになった。簡単に摘めるものを、と思いおにぎりやサンドイッチにしても効果はなかった。

　佑の目に留まりやすいように仕事場においてみても、手つかずだった。

　これはたしかに倒れたってしかたがないし、周りが心配する理由もよくわかる。

　八榎もいろいろと試してみた。

　いたるところにご飯を置いてみたり、声をかけてみたり、無理矢理食事させてみたりと。無理矢理の場合、心ここにあらずという感じで全然食事が進まない。

「んんんんんっ！　どうすればいいのこれ」

　リビングをうろうろと歩き回る。

　締め切りが近くなればなるほど、彼は机の前から離れようとしない。

「水分はギリギリとってるけど、これ夏だったら絶対に足りない。あと、ちょっと匂う……！」

　多分この数日、シャワーも入ってないだろうし睡眠もまともにとっていない。

　正直、かえって効率が悪いのではと思う。

　彼はかれこれ二日間ほどまともに食事を摂っていない。ゴミ箱に捨ててある栄養ゼリーでまかなっているつもりらしい。

　いきなり重い食事を食べたら胃が驚いてしまうだろうと、胃に優しい野菜スープを作ったがはたして飲んでもらえるのだろうか。

　仕事場のドアをそっと開けてみると、カチャカチャとキーボードを叩く音が聞こえる。集中しているのを見ると、邪魔をするべきではないとも思う。

　下を向いて溜め息をつきそんなことを考えていると、ガタンと大きな音がする。

「え？　佑さん？」

　慌てて中に入ると、フローリングの上に倒れている佑が目に入る。

「ひぃいいっ、佑さん？　佑さん！」

　彼の身体を軽く揺さぶってから頭をぶつけていたら大変だと思い至り、揺さぶるのを辞めて病院に電話をしようとしたその時、腕を掴まれた。

「佑さん？　大丈夫ですか？」

「ん――、少し目眩がした」

「当たり前です！　この二日まともに食事も睡眠も摂っていませんからね！？」

「うん」

「……立てますか？」

「うん」

　佑がふらふらと立ち上がるのを、支える。

　どうにか寝室のベッドまで連れていき、胃に優しい野菜スープを温めて持って行った。彼は、ゆっくりと野菜スープを飲んで立ち上がろうとする。

「まだだめです」

「食事も摂ったし大丈夫だよ」

「だめです！　一時間仮眠、取りましょう」

「そんなことしなくても大丈夫だよ」

「だめですってば！　三回もだめって言わせないでください。とにかく仮眠です。仮眠取らないなら、私がパソコンの前からどきませんよ」

「わかった、わかったって。仮眠取るから一時間ぐらいしたら起こしてくれるかい？」

「もちろんです。おやすみなさい」

「……おやすみ」

　佑が口元をほころばせる。

　可愛い笑い方をするので、八榎は少し照れてしまう。

　彼が眠りについたのを確認してから、八榎はスマホでレシピを検索した。野菜スープは、まともに食事を摂っていない胃にはいいかもしれないが、これからのことを考えると栄養価が足りない気がする。

　胃に優しいことを大前提に、もっと栄養価が高いもの。

「ふうん、タンパク質を取ったほうがいいんだ。脂肪は少ないほうがいい……。ってことは、お肉は避けたほうがいいのかな。あ、でもささみならいいかも」

　スマホを置いて、冷蔵庫の中をがさごそと確認する。

　冷凍していたささみを取りだして、キッチンに置く。他にも野菜を刻んでいく。食事を摂ってくれるかわからないが、準備だけはしておこう。

　そもそも、彼が倒れる前に手を打つべきだった。

　これからはもう少し強くいくべきだろうか。

　雇われている身であり、友人ではない。それを考えると今までは、一歩引いて小言を言うにとどめてきた。けれど、それでは雇われた意味がない気がする。

　とはいえ強引に食事を摂らせようとしても、集中してくれないから箸すら握ってもらえない。

「……悪循環すぎる」

　食事の準備を終えて、椅子に座りながらスケジュールを確認する。

　今回の仕事が終わってからは、しばらく長期の仕事のみになる。単発の仕事は入れないようにし、長編ものを書く予定のようだ。

　普段あまり本を読まない八榎からすると、佑がどんな本を書いているかは見当もつかない。編集部から届く資料を見ても、ぜんぜん分からないのだ。なにせ、建築の本だったり宇宙工学の本だったりと多岐にわたりすぎる。

　そこから推測できるほど、頭のできがいいわけでも察し能力が高いわけでもない。

　その時、仕事場からドサドサっと大きな音がした。八榎は慌てて立ちあがり、仕事場を覗くと無造作に詰まれた本が崩れていた。

「うわあ……」

　思わず声がでる。それから、佑が起きていないか心配になり寝室の扉をゆっくりと開ける。すき間からみえる彼は静かに眠っている。

「よかった。気がつかなかったみたい」

　それだけ寝不足だったのだろう。

　八榎は仕事場に入り、崩れて落ちた本を一冊ずつ手にとっていく。それは珍しく小説だった。

　彼の仕事場には基本資料しか置いていない。普段読む小説などは寝室の本棚に収納している。

　手に持った単行本をみると、同じ本が数冊あることに気がつく。

「もしかしてこれ、佑さんの本？　矢ヶ崎裕ゆう。なんで裕なんだろう」

　偶然にも知ってしまった彼のペンネーム。そして、彼宛てに届くメールが本名だったのも合点がいった。

　名前だけ変えて、苗字は変わらないからだ。

　本を並べ直し、本棚のなかに収納できるものは収納した。

　すると、スマホのアラームが鳴った。

　どうやら、もう一時間経過したようだ。

　八榎は立ち上がり、彼の寝室へと向かう。寝息が聞こえてくる。まだ熟睡しているようだ。できればこのまま数時間眠って欲しいが、そういうわけにもいかない。

　寝室に足を踏み入れ、佑の肩を揺らす。

「佑さん、起きてください。一時間経ちましたよ」

「んんっ……」

「もう少し寝ますか？」

　佑が寝返りをうち、大きな腕で自分の顔を覆う。まだ眠り足りないということだろうが、言質をとれないのならば起こすしかない。

「たーすーくーさんっ」

　先ほどよりも強い力で彼の身体を揺すると、不意に腕を取られた。

「え？」

　そのままぐいっと強い力で引っ張られ、彼の上に乗るかたちになってしまう。

「ひえっ、佑さん。起きて！　起きて！」

　身体を揺すってみるが、より一層強い力でぎゅうぎゅうと抱きしめられてしまった。

　戸惑いも大きいが、恥ずかしい。すっぽりと彼の腕に収まってしまうのも、彼の体温を感じてしまうのも。

　自分よりも厚く、たくましい身体。

　八榎はしばらく彼の腕から逃れようともがいてみたが、結局諦めて抱きしめられたままになった。

　それも、彼が嬉しそうに口端をあげているからだ。

　いったいどんな夢を見ているというのか。

　彼の顔をじっとみつめる。いつ見ても、彼の目元は見えないままだ。見られたくないのか、髪の毛を切るのがめんどうくさいのか。

　けれど、後ろのほうは刈ってあるので面倒くさいというわけではないのだろう。こういう時のオーダーはどういう風にしているのだろうか。

　佑のことを考えると、疑問がつきない。

　それにしても、恋人でもない人の顔をこんな近くでじろじろと見る日がくるとは思わなかった。失礼かと思いつつも、離してくれない彼が悪いのだ。

　そこで、八榎は視線を感じた。彼が起きたのだろうか。目の前にある佑の顔をまじまじと見つめてみたが、長たらしい前髪がその目元を覆っているので、本当に目を開けているのかはやはりわからない。

「八榎ちゃん……」

　寝起きのせいか、声が掠れて聞こえる。なんだか甘えのようなニュアンスまで感じてしまった。それを嫌だと思わないのが、自分でも不思議でしょうがない。

　彼の太い指が、八榎の頬を撫でる。背中に甘い痺れのようなものを感じた。

　佑の顔が近づいてきて、八榎の額に口づけを落とす。そしてそのまま唇に触れた。

「んんっ!?」

「かわいい、八榎ちゃんかわいいね」

　これは、絶対に寝ぼけている。寝ぼけている以外の選択肢が見当たらない。普段の彼であれば、この状況に気がついた時点で慌てて起きて八榎を開放してくれるはずだ。

　けれど今の彼は変わらず八榎を拘束し続けている。

　思った通り寝ぼけていたようで、彼はまた寝入ってしまった。

「ちゅーされた……」

　八榎は混乱している。

　なぜ、彼は自分にキスをしたのか。寝ぼけていたからといって、どうとも思っていない人間の名を呼んで口づけはしないだろう。

　彼は自分へ、少なからず好意を抱いてくれているということか。

「もう！　ご飯食べてくれないし倒れるし！　その上こんな意味不明な行動……こっちのことも考えないで、自分勝手め！　むかつく！」

　彼の腕に動きを制限されながらも腕を上げ、べちべちと彼の身体を叩くが起きる気配はない。

　少しだけ彼の腕が緩んだので、ずりずりと身体を下へさげていく。それが気に入らないのか、佑の腕には先ほどと同じように力が込められた。

「諦めよう」

　彼の胸へ耳をぴったりとくっつける。

　トクントクン――と優しく規則正しい音が聞こえる。

　むかむかとした気持ちが少しずつ落ち着いていく。するとだんだんと、八榎にも眠気がやってきて瞼を閉じた。

　どれほど眠っていたのかわからないが、遠くから自分の名を呼ぶ声が聞こえて、意識が浮上していく。

「や、八榎ちゃん」

「はっ！　今何時！」

「えーっと、夕方の六時ぐらいだよ」

「ささみ！」

「は？　ささみ？」

　八榎は、佑の上から降りてリビングへと向かう。

　案の定キッチンに放置していたささみが、解凍されていた。

「はー、よかった。夏は過ぎたし、そこまで時間が経ってないとはいえ放置しすぎはよくないもんね」

　ささみを冷蔵庫へとしまったところで、佑がそろりと顔をだした。

「あの、八榎ちゃん。いえ、八榎さん……」

「なんです？」

「その、さっきの状況なんだけど」

「そうです。さっきの状態についてですよ！　私は怒っているのです。座ってくださ……、いえ、その前にシャワーを浴びてきてください」

「え、でも仕事……」

　じろりと佑のことを睨む。佑は、バタバタと風呂場へと向かっていった。

　八榎はその間にと、ささみと野菜のうどんを作りはじめる。

　あとはうどんを茹でるだけの状態にしたところで、佑がシャワーから戻ってくる。

「あれ、いい匂いがする」

「うどんです。食べましょう」

「あー、話したら仕事再開したいかなって」

「はい、仕事は再開してもらいますが。まずは、一緒にご飯食べましょう」

「一緒に？」

「そうです。私も夕飯、ご一緒します。〝一人きり〟で食べるより、〝佑さんと〟二人で食べた方が美味しいから」

「――、そうだね。一緒にご飯、食べよう」

　佑はわかりやすく、嬉しそうにしていそいそとテーブルについた。

　正直一人暮らしが長いのもあって、一人での食事を嫌だとは思わない。むしろ気を使わずに済むから一人飯も好きなぐらいだ。けれど、彼の様子を見て、一緒に食べたいという風に持ち込んでみた。

　優しい彼は、八榎が一人の食事が嫌いだと匂わせれば、きっと一緒に食べてくれる。それに、仕事に意識を取られないで済みそうだと踏んだのだ。

　うどんを二人分作り、テーブルに座った。

「食べたあとに、さっきの状況について説明しますね」

「うん、わかった」

　彼がうどんをすする。やっと、少しでもまともなものを口にしてくれて安堵する。

「美味しい。野菜スープも美味しかったけど、うどんもいいね。身体に染みわたる」

「そもそも、佑さんはご飯を食べなさすぎるんです」

「ごめん……」

「いえ、倒れないでいてくれればそれでいいんですけど」

　うどんを食べ終わったあと、コーヒーをだして座りなおすと、先ほどの説明をした。

「佑さんが眠ってから一時間後に起こしにいったんですよ。でも、眠り足りないのか腕を引っ張られて放してもらえなくて、私もそのまま眠っちゃいました」

「そ……っか、やっぱり俺か。俺だね」

「驚きはしましたが、気が済むまで眠ってもらえた方がこちらとしてはよかったので」

「いや、本当ご迷惑をおかけいたしました」

「大丈夫ですけど……。また倒れられたら心配なので、今後は睡眠もちゃんと取ってください。それに、きちんと寝て、ご飯をちゃんと食べた方が、いい仕事ができるはずです」

「はい、気をつけます」

　しょんぼりとしているのを見ると、寝ぼけてキスをしてきたことは言わないでおこう。

　頭がすっきりしたからか、佑は仕事がはかどったらしく八榎が帰るころには今回の仕事を終わらせた。

「それじゃあ、担当さんにデータを添付しておきます。あと、次の仕事は長期の仕事で締め切りは三ヶ月後になります。それ以外の仕事は入ってないです」

「わかった。ありがとう」

「けど、他の出版社から執筆の依頼と、雑誌からインタビューの依頼がきてますけどどうしますか？」

「他の出版社のは、仕事の内容と納期や期間の確認してもらっていい？　雑誌のほうは断って」

「いいんですか？」

「うん、インタビュー系は基本、断って欲しいんだ」

「わかりました」

　八榎は、メールの返信をしてから佑のマンションを後にする。

「んー」

　小さな声で唸る。

　雑誌からインタビューがくるということは、有名だったり人気だったりする小説家ということだ。断ったということは、そういうことが嫌いなのか。それはそれでなんとなく理解できる気はした。

　八榎自身、あまり自分が目立つことは好きではない。主張のある綺麗な花よりも、その片隅で美しさを引き立たせるためにひっそりと咲く花のほうが好きなのだ。

　佑も同じなのかもしれない。そうだとすると、親近感がより湧いた。







　翌日、八榎は昼前に起きた。

「ふああ、今日は休みだっけ」

　スマホでスケジュールを確認する。八榎は佑の元で働くことが決まった直後、新しくアプリを入れていた。それはスケジュール共有を目的としたアプリで、八榎のシフトと佑のプライベートな予定が記されている。もちろん、佑の仕事に関するスケジュールは彼の家に置かれたスマホで管理しているため、このアプリ上には表示されない。

「佑さん、何してるかな」

　いったん仕事が終わったので、とにかく何もしない時間を過ごしていそうだ。

　休みの日まで佑のことを考えてしまっている自分を、八榎は不思議にも思っていなかった。それが当然のような気がしてしまったのだ。

　八榎は買い物をしに外にでて、スーパーでいろいろと買ってから本屋へと向かった。

　活字をあまり読まない八榎ではあるが、本屋の雰囲気自体は好きなのだ。それに、映画の原作となった本を読むことはときどきあった。正直、そちらのほうが想像しやすいというのがある。

「ミステリーかあ」

　推理ものや歴史ものはあまり読まない。読んだとしても恋愛ものばかりだ。

　このたくさんある本の中に、佑の本もあるのだろうか。

　本屋にある検索機が目に入る。あそこで、佑のペンネームを検索すればきっとでてくるだろう。

　好奇心に負けそうになりながら、結局八榎は検索をしなかった。

　最近流行している本がどんなものなのかを見る。

　八榎でも知っている有名な小説家や、映画化やドラマ化が決定している本や青春群青劇などたくさんある。

　この中から自分が気に入る本を探すのは一苦労だが、本が好きな人はその行為自体も楽しいのだろう。

「表紙もいろいろあるんだなあ」

　写真のものから、イラストのものまでさまざまだ。

　イラストだとこの女の子が主人公なのか、など想像できるが、風景写真だといったいどんなものなのか想像がつかない。そのためのあらすじでもあるのだが。

　話題の本を見ていると、海の写真が使われた表紙をみつけた。帯をみる限りミステリーのようだ。有名な芸能人や著者のコメントが載っている。八榎は、その本と恋愛小説を一冊手にとって、会計を済ませた。

　自宅アパートに戻り、ベッドの上にごろんと寝転がりながら買ってきたばかりの小説を読み始める。

　そのミステリー小説は、とても読みやすくすらすらと読める。だからといって、謎が簡単なわけではない。

　読めば読むほど、引き込まれていく。

　途中まで、この章までと思いながら結局最後まで読み切ってしまった。

「おも、しろい……！」

　そのミステリー小説には、恋愛要素が一切なかった。

　もともと本が好きなわけではない八榎は、恋愛が絡んでこない小説は読み進める途中で飽きてしまうことがほとんどだったが、この小説は違った。

「この人の本、他に何があるんだろう」

　作家名を確認して、眉間に皺が寄った。

「ん？」

　八榎は目をごしごしとかいてから、著者の名前をもう一度みる。

「いくら表紙買いとはいえ、名前に気づかないってどういうことなの」

　自分で自分に吃驚する。

　八榎がたまたま買ったミステリー小説は、佑が書いたものだった。

　普段小説を読まない八榎は作家買いをすることはない。そのため、表紙やあらすじで決める。

　だから自分がよく読む本であっても、著者の名前を覚えていないことがあった。

　ぱらぱらと捲った本の巻末にある過去作品の一覧を見て、最後のページに載っている彼が書いた作品の多さに驚いた。

　その中に、見覚えのあるタイトルをみつける。

「あれ、ちょっと待って……」

　自室の本棚の本を指でなぞりながら一冊ずつ確認していく。その中から、背表紙が少し破けてしまっている本を手に取った。

「これ、佑さんが書いた本なんだ」

　活字をそんなに読まない八榎が、ハマった恋愛小説。

　映画化されるのをきっかけに手に取り、何度も何度も繰り返して読んだ本だ。

　映画も本も、どちらもとてもよくボロ泣きした記憶がある。

　主人公の一途で不器用なところも、ヒロインのいじらしさもとても素晴らしかった。

　あんなに優しく、切なく、それでいて幸せな気持ちにさせてくれる作品だ。

　そんなお話を書ける人だというのに、なぜ恋愛を題材にしたものがこれ一冊だけなのだろうか。

　なにかしら理由があるのだろうか。

　もしくは単純にミステリーのほうが書いていて筆がのるといったものなのか。

　なんにしろ、彼が紡ぎだす物語が面白いという事実は変わらない。そんな人の仕事を手伝えていることに、やる気さえでてくる。

　彼が濁したことを考えると、本を読んだことは言わないほうがいいかもしれない。

　とにかく彼の前では以前通りでいよう。

　結局その後、電子書籍化されている彼のミステリーをダウンロードして読みふけり、就寝したのは深夜の二時を過ぎていた。







　八榎は、欠伸をかみ殺しながら佑のマンションへと向かう。

「おはよーございます」

　スペアキーで中に入りリビングにいくと、ソファーでぐっすり眠っている佑をみつける。その周りには、次の仕事で使うのであろう参考資料が無造作に置かれている。

「え、今の世の中ピッキング講座の本なんかあるの……。闇が深すぎる」

　他にもセキュリティ関係から、自己啓発本までさまざまだ。

「なんでも、参考資料になるってことなのかな」

　八榎は彼のことを起こさずに、洗濯機をかけて食事の準備をする。すると、匂いにつられたのか、佑が起き上がった。

「いい匂いがする」

「もう少しでご飯できますよ」

「八榎ちゃん。うん、やっぱりいいな」

「なにがです？」

「八榎ちゃんがそうしてご飯作ってくれるの。なんかこう、じんわりする」

「じんわり……」

　なんとも不思議な表現をする。

「シャワーを浴びてきたらどうですか？　もう少し時間がかかるので」

「わかった」

　シャワーを浴びて戻ってきた佑と一緒に食事をする。二人でこうして食事をする時間はとても幸せな気持ちになる。

　食器を片付けてから、洗濯物を干す。その間佑は、ひたすら本を読みつづけている。

「今日は書かないんですか？」

「うん、まだ構成が終わりきってないから。矛盾がでないようにしないといけないし、いろいろ頭の中に入れてるところ」

「なる、ほど」

　それから一週間、佑は食事、お風呂、睡眠以外はずっと本を読みふけっていた。同じ本を何度も読み返すこともあれば、一日に五冊以上読んでいたりもする。

　その本を八榎が分類していく。読んだものと読んでいないものに分け、そこからまたジャンル別に分けていく。

　佑はその中から目についたものを読んでいく。

　八榎も手が空いた時間に彼が読んだ本を手にとって読んだ。

　普段読まない本がたくさんあるので、なかなか面白い。




　こうして、部屋の片付けや洗濯、料理をしつつも働きだした当初に比べれば、自分の時間が増えた。この時間を有効に使えたらいいのだが、まだ何も思いつかない。

　読んでいた本を置いて、ベランダにでて洗濯物をしまう。

「今日は気持ちがいいなあ。少し肌寒いけど、冬にはまだまだって感じ」

　ベランダから見える景色をぼんやりと眺める。

　つい、一ヶ月ほど前は喫茶店を辞めることになってどうしようかと不安だった。声をかけてくれた佑には感謝しかない。

　まだ彼のもとで働いて少ししか経っていないが、居心地がとてもいい。

　自由な時間があるというのも大きなことだと思うが、自分が彼を助けることによって佑が物語を紡ぐ手助けができるのかもしれないということが、何より嬉しい。

「そういえば、お店どうなってるんだろう」

　毎日のように通っていた喫茶店。辞めてからというもの一度しか行っていない。しかもその時は、佑のことを相談しにいったのでお客として行ったわけではない。

　八榎は中に戻り、洗濯物を畳んでクローゼットに片付けてから佑に声をかける。

「佑さん」

「ん？」

「よかったら、息抜きしませんか？」

「そう、だね。ずっと本を読んでたし、少し身体が痛くなってきた」

「では、外にでる準備です！」

「え？　外？」

「はい、久しぶりに私が以前働いていた喫茶店に行きません？」

「そういえばここ最近行ってなかったな。うん、せっかくだし行こうか」

「じゃあ、私でかける準備します」

　と言っても、鞄を持ってジャケットを着るぐらいで準備は完了だ。

　佑の着替えを待って、二人で喫茶店へと向かった。

　久しぶりにやってきたお店。少し重い扉も、入るとケーキとコーヒーの香りが漂うのも、とても懐かしく感じる。

「いらっしゃいませ。あれ、八榎」

　出迎えてくれたのは従兄弟だった。八榎だと気づいた途端、その顔に浮かんでいた爽やかな笑顔が消えた。

「一応お客だから、もう少し対応ってものがあるよね？」

「従姉妹相手にくれてやる営業スマイルなんて、持ち合わせてないな」

　なんという態度だろうか。八榎がムッとして唇を少しだけとがらせた時、お店の奥から伯母さんが顔をだした。

「あら八榎ちゃん、久しぶりね」

「伯母さん、久しぶりです」

「やっさんのところで働くって聞いてたけど、本当だったのね」

　八榎の後ろに立つ佑に目をやり、驚いたように目を丸くしている。

　伯母さんと他愛のない話を少しだけして、ケーキとコーヒーを頼んでから、佑がいつも座っている席へ向かう。

「佑さんって、いつもここに座りますよね」

「うん。ここだと、外が見えるし店内の人の声もちょいちょい聞こえてくるしね」

「もしかして、ネタ集めですか？」

「そんなところ」

　何てことのない見慣れた店内だとは分かっているが、八榎は佑が見ていた景色が気になって、あたりを見渡してしまった。

　後ろを振り向くと、ちょうどカウンターが見えた。

　従兄弟がいるその場所は、少し前まで八榎の定位置だった。

「お店辞めたの、寂しい？」

「少しだけ。でも、佑さんのマネージャーもなかなかやりがいあって楽しいですよ」

「なんだろう。これは俺、遠回しに嫌味を言われた？」

「え、そういうわけじゃないですよ！」

　まさかそんな風に受け取られるとは思わなくて、慌ててしまう。

　そんな八榎の姿をみて、佑は口元を隠す。

「あ、からかいましたね」

「八榎ちゃんといると楽しくて」

「楽しんでもらえているのならいいですけど」

　届いたケーキを口に含む。この味は伯母が作ったものだろう。

「美味しいですね」

「うん。……けど、俺は八榎ちゃんが作ったのが好きだよ」

　柔らかく口元を緩ませて、佑は言う。

　八榎は息が詰まる。

　そんな柔らかい声で言われると胸がどぎまぎしてしまう。ありがとうございますと流せばいいのに。なぜか〝好き〟という言葉に反応してしまう。

　それでも、その動揺を悟られるのは恥ずかしくてできるだけ冷静なふりをする。

「あり、がとうございます」

「また、レアチーズが食べたいな」

「じゃあ、明日にでも作りますよ」

「楽しみだ」

　ここで働いていた時には夢にも思わなかったような穏やかな時間が過ぎていった。

　コーヒーを飲みきると、お店を後にした。帰り道にスーパーで買い物をしてからマンションへ戻ると、八榎は買った物を冷蔵庫に片付け、佑は仕事場に戻った。







　それから一週間ほどの間、佑は本を読み漁って過ごした後、執筆作業に入った。

　パソコンに向かって一日中、書いては消して、書いては消してを繰り返していた。

　それでも、以前よりは人間らしい生活になったと思う。こちらから声をかければ食事をしてくれるし、睡眠も八榎がいるうちに毎日、仮眠を取ってくれている。そのお蔭か、あれ以降佑は倒れていない。

　八榎が秘書の仕事を初めてから、一ヶ月が経っていた。佑から初めて、お給料をももらった。

「ありがとうございます」

「こちらこそ、ありがとう。凄く助かってるよ。けど、その、大丈夫なのかな？」

「……なにがですか？」

　佑が聞きにくそうにしてくるので、八榎は首を傾げる。

「いや、ほら、俺の仕事に合わせてもらってるから。夜が遅かったりするだろ？」

「そうですね。でも、もう慣れましたよ」

「そうじゃなくて。その、恋人とか……いたら」

　突然なにを言いだすのかと、八榎は口が開いた。

「私に彼氏がいると思ってたんですか？」

「え、前に俺の上半身裸をみても見慣れてるって言ってたから。彼氏がいるのかなって」

「いませんよー。見慣れてるのは弟がいるからです。弟は、夏になると熱いからってずっとパンツ一枚で家の中をうろうろするので」

　まさか、佑がそんな勘違いをしているとは思ってもいなかった。

　ということは、彼は八榎に恋人がいると知りながらキスをしたのだろうか。いや、あれは寝ぼけていたのでそこまで考えていなかったはずだ。

「そっか、そうなんだ。俺の勘違いか！」

　八榎に恋人がいないとわかって、佑は安堵した声をもらす。本当にわかりやすい人で、かわいい。

　八榎も彼に釣られて笑みを零しそうになったが、口をぐっと真横に結んで我慢をした。

　佑は鼻歌でもうたいそうな雰囲気で、仕事場へと戻っていく。

　その後ろ姿を見送ってから、手渡された給料の袋を開けた。

　カフェで働いていた時に比べれば、いくらか給料が上がったことで、カツカツの生活が少しはマシになりそうだと安堵する。




　そんなある日、八榎は佑の部屋の玄関で、男物の革靴を目にした。どうやら、誰か来ているらしい。

「おつかれさまです……」

「あ、八榎ちゃん」

「こんにちは」

　それは、八榎が佑のところで働くことになった初日に出会った、出版社の前原だった。

　二人はリビングテーブルで話をしていたが、そのテーブルには何も置かれていなかった。八榎はお茶をいれて、二人の前へと置く。どこかピリピリとした雰囲気が漂っている。

「だから、もう恋愛を題材にしたものは書かないって決めているんです」

「もったいないですって。映画化されたあの本は最高のものだったじゃないですか。矢ヶ崎さんなら、また素敵なものが書けますって」

「何度言われても困ります」

「せめて、理由を教えてください」

「……」

　頑なに言葉を閉ざす佑に、前原は項垂れた。

「わかりました。今日はとりあえず帰ります。ただ、もう一回だけ検討してみてください。俺は、あの感動をもう一度味わいたいんです」

　それだけ言い、前原は帰っていった。

　たしかに、前原の気持ちはとてもよくわかる。八榎だって、彼の書いた新しい話が読みたい。あの本で感じた感情を、もう一度抱いてみたい。

　けれど、それは彼を苦しめることになるのだろうか。

　佑は、深く息を吐きだして手で顔を覆った。

「少し、仮眠をとるよ」

「わかりました。何時に起こしますか？」

「一時間後ぐらいに、お願いする」

「おやすみなさい」

　佑が寝室に入っていくのを見送り、八榎は洗濯機を回して仕事場の掃除を軽くした。本棚のなかには、佑が書いた本が並べられている。

　八榎は本棚に手を置いて、寝室で眠る彼のことを考える。

　いったいなにがあったのか、どうしてそんな苦しそうな顔をしていたのか。

　気になって仕方がない。

　自分が話を聞いていいのだろうか。ただのマネージャー風情が立ち入っていいものなのか。

　佑の役に立ちたい。そうは思うものの、答えはでない。

　八榎は、掃除を終え洗濯物を干す。それだけのことをしていれば、一時間などあっという間に経ってしまう。

　佑を起こすと、彼はすぐに仕事場へと戻っていった。

　いつもの作業を終えてから、クッキーを作りはじめる。

　疲れた時には甘いものがいいと言うし、多めに作っておけば仕事中につまむことだってできる。

　クッキーが焼き上がるころに、佑がリビングへと顔をだした。

「いい匂いがする」

「クッキーですよ。丁度できたてです。食べます？」

「食べたいな」

「じゃあ、コーヒーもいれますね」

　クッキーを食べながら、佑がぽつりと話す。

「あれ以上の恋愛小説は書けない」

「どうしてですか？　私はあの小説大好きですよ。あんまり小説を読まない私が心底好きだった本です」

「……知ってた？」

　八榎が彼のペンネームを知っていること、そして彼の本を読んだことがある、ということがバレてしまった

　思わず言ってしまったが、後悔はない。

「そりゃあ、仕事場の掃除もしてますもん。気がついちゃいますよ。そういえば、なんで裕ってペンネームなんですか？」

「本名のままだと、知り合いに知られたら恥ずかしいから、変えようと思ったんだ。佑はゆうとも読めるから、漢字を変えて矢ヶ崎裕にしたんだよ」

「そうだったんですね」

　説明されると、なるほどと納得した。たしかに、仲がいいわけでもない知り合いに小説を書いているのを知られたら恥ずかしいと思ってしまいそうだ。

「まあ、八榎ちゃんには隠すことでもなかったし。逆に気を使わせてしまったね」

　八榎は首を振って見せる。

「なんていうか、俺みたいな男が書く恋愛小説なんて面白くもないだろうって思ってしまうんだ。書きたいって思えないし」

　佑は力なく笑う。なんとなく、原因はそれだけではない気がした。

　八榎はテーブルの上に身をのりだして、佑の手を両手でそっと握る。

「佑さんが書きたくないなら書かなくていいと思います。けど、あなたが書くお話は面白いです。それが、ミステリーであろうと恋愛であろうと。私は佑さんの紡ぐ物語が大好きです」

「え、あ、そのっ、あり……がとう」

　勢い任せでいったせいか、佑は身体を少し引いた。

　やりすぎてしまったと気づき、慌てて手を離そうとしたが、今度は逆に佑に手を握られる。

「君の言葉には救われる」

「佑さん？」

「八榎ちゃんがカフェで働きはじめたばかりのころ。俺がケーキを見てるのに、頼まないのを不思議がって聞いてきたことがあったの覚えてる？」

　言われてそんなことがあったのを思いだす。

　八榎が伯母の喫茶店で働き始めたころ。佑は週に何度か来て、ケーキをちらちらとみながら結局コーヒーだけを頼んでいた。

　それを伯母に聞くと、伯母は苦笑いをして教えてくれた。佑が「自分なんかがケーキを食べるなんて」と言っていたことを。それを聞いて、八榎は次に佑が来た時に、ケーキを勧めた。

「あの時、笑って〝うちのケーキは美味しいですよ〟って。それだけだけど、優しい子なんだと思った。ありがとう」

「なんか……とても美化して捉えてもらっていて……恐縮です」

　たしかその時は、好きなものぐらい食べればいいのに、という軽い気持ちだったような気がする。

「ケーキを勧めてよかったです。だって、佑さんが美味しそうにケーキを食べる姿がみられるようになったんですから」

　あの席は、カウンターがよくみえる。それは同じようにカウンターからもよく見えるということだ。彼が一口一口、口元を緩ませながらケーキを食べる姿が可愛かった。

　ああ、なんだろうか。

　この心に宿っている感情は。

「むしろ、お礼を言いたいのは私です。雇ってもらって、結構好き勝手させてもらって、佑さんのおかげでなんだかとても楽しいんです」

　言いながら、胸がいっぱいで泣きそうになった。

「本当に、ありがとうございます。勇気をだして、あなたのところにやってきてよかった」

　たった一ヶ月でなにがわかるんだとも思う。

「これからも、佑さんのことを支えさせてください」

「それは、マネージャーとして……かな？」

　佑の言葉に、八榎は目を瞬かせる。それは、〝そういう〟意味だろうか。

　恋愛経験が多いわけではないが、彼の言いたいことは理解できた。ただ、ずるいと思った。

「佑さん。その言いかたはずるいです」

「う、ごめん。八榎ちゃん、マネージャーとしても恋人としても俺を支えてくれませんか？」

「喜んで」

　とてもむずかゆい気持ちになる。

　この年になって、こんな甘酸っぱい気持ちになるとは思わなかった。

「ところで佑さん。そろそろ腰が痛いです」

「ごめん！」

　ずっとテーブルにのりだしていたので、腰に負担がかかっていた。立ち上がって、腰をぐっとそらす。

　佑も立ち上がり、八榎の近くへとやってくる。そして、八榎のことを真正面から抱きしめた。

「君を雇ったの、下心がなかったって言えない」

「それってつまり、初めから私のこと、好きだったってことですか？」

　驚いて問うと、佑は照れたように口元を歪ませて頷いた。

「だけど、ずっとそれが言えなくて。勇気だして仕事として誘ってみたけど、その後はすっかりヘタレだったって感じなんだけどね」

「ふふ、そういうところも私は好きですよ」

「……、八榎ちゃん」

　甘い声で名前を呼ばれる。

　近づいてくる彼の顔。八榎は瞼を閉じ彼から与えられる柔らかな温もりを受け入れる。

　ちゅっ、と音を立てて離れて、もう一度触れあう。何度も触れては離れてを繰り返す。彼の肉厚な舌が八榎の唇をこじ開けて腔内へと侵入してくる。

　八榎の小さな舌と彼の舌が絡まり合う。

　佑が身体を傾け、八榎の頭と腰を大きな手で固定しながら口づけは深くなっていく。

　鼻から抜ける息が甘い。

　佑の首に両腕を絡ませて、やまない口づけの雨を受け入れる。

「ん、んっ」

「はあ、八榎ちゃん、ん」

　飲みきれない唾液が口端から零れていく。八榎は息を乱しながら、そっと彼の前髪にふれる。佑が嫌がるそぶりをみせないので、そっと前髪をあげた。

　初めて見た彼の顔は、けっしてイケメンというわけではなかった。どちらかというと、強面だろう。

「なんだか、不思議な気分。やっと佑さんの顔が見られました」

「俺は少し、怖いかな。この顔見られて逃げられないかと」

「逃げませんよ。それに私、佑さんの顔好きですよ。目が綺麗です」

「……ありがとう」

　佑に身体を持ち上げられる。

「ベッド、連れて行ってもいいかな？」

「さすがに恥ずかしいので聞かないでください」

　八榎は彼の肩に顔を隠す。

　寝室に連れて行かれ、ベッドの上に優しく降ろされた。

　彼のベッドのシーツは質がよくて、とても気持ちがいい。

　シャツワンピースのボタンを一つ一つと外されていき、キャミソールが見えた。佑は焦った様子も見せずに丁寧に八榎を脱がしていく。

　八榎は彼が興奮しているのかさえもわからなくて、じっと彼を見つめた。

「や、八榎ちゃん？　照れるからじっと見ないでくれる」

「だって、佑さん興奮してるように見えなくて」

「いや、すっごいしてるけど。ダサいから、必死に冷静になろうとしてるだけで」

　そう言いながらも、気がつけばブラのホックを外され柔らかな胸が彼の前に晒される。

　佑の唇が八榎の首筋に触れる。

　ぬるぬるとした舌が、首筋から鎖骨へと辿っていき、むず痒くて身体を小さく揺らした。

　太い指が八榎の身体をゆっくりとなぞっていく。

　彼の舌が胸へとたどり着き、期待で尖りだした乳首を舌先が触れる。

「ひぅっ」

　赤く色づいた彼女の乳首を佑は舌先で押しつぶしたり、つついたりと刺激を与えていく。掠れた息を漏らしながら、八榎の胸の乳輪ごとくわえこみ、じゅるりと吸いあげた。

　佑は執拗なまでに、八榎の胸を愛撫する。

　八榎の身体はその愛撫によって、びくびくと跳ねてしまうが大きな身体にのしかかられているので動くことはできない。

　やっと彼の口から胸が解放され、外気に触れた場所が少し冷たい。

「かわいい、胸だけで顔が真っ赤になってる」

「そんなことないです」

　恥ずかしくてそっぽを向きながら答えた。

　佑は楽しそうに口元に弧を描く。

　彼女の胸をやわやわと揉み、太い指で捏ね、軽く爪ではじかれる。

「ん、んぁ」

「もう片方の胸も舐めてあげるね」

　そう宣言すると、佑は吸っていなかったほうの胸も舐め上げ、乳首に舌を巻き付けてきた。舐めながらも、指での愛撫もやめてはくれなくて、八榎は意味もなく首を振った。

「八榎ちゃんは感度がいいのかな？　ちょっと触るだけで身体が敏感に反応する」

「わか、らないです」

「胸を揉むだけで、身体が跳ねて。これ以上の刺激だとどうなっちゃうんだろうね」

　佑はなんだかとても楽しそうだ。

　普段の彼からは想像できない雰囲気に、八榎は息をのむ。

「いっぱい、イカせてあげるね」

「いい、いいです。そんな、普通で、適度でいいです……！」

「駄目だよ。八榎ちゃんには気持ちよくなってもらいたいんだ」

　佑の両腕が八榎の足に触れたかと思うと、そのまま両足を掴まれ、大きく開かれる。

「ひあっ、それは！　いくら何でも恥ずかしいです！」

「もう濡れてるね。触るよ」

　彼が言ったとおり、八榎のそこはすでに濡れそぼっていた。胸への愛撫だけでこんなに濡れてしまったことが恥ずかしい。

　佑は八榎の太ももを撫で、付け根をさする。

　茂みをかきわけて、ぷっくりと膨れた花心に彼の指が触れた。

「あっ」

　小さな声が漏れた。

「やっぱり、ここが一番感じるのかな？」

　佑は自分の指に唾液を塗してから、もう一度花心に触れる。触れられただけで、八榎の身体が大きく跳ねた。無意識の行動で、八榎自身にはどうしようもできない。

「んんっ、ん、んあ」

「気持ちいいんだ。ぐりぐりしたり、押しつぶすとどうかな」

「やめっ、やああ」

　ぐっと強い力で押しつぶされ、摘ままれて扱かれる。

　それだけで足先からなにかが駆け抜けていってしまった。

「ああああっ」

　身体がのけぞり、足でシーツをかく。

　久しぶりの行為のせいか、佑が丁寧なせいなのか。こんなに簡単に達するとは思いもしなかった。

　頭のなかがどんどん彼の愛撫で侵されていき、それ以外のことを考えたくない。

　もっと舐めてほしい、もっと触ってほしい。

　彼に触られるのはとても気持ちがよくて、貪欲な気持ちがでてきてしまう。

　佑は八榎に口づけをしてから、身体を下にずらしていった。

　そして、八榎の両足をあらためて抱えなおし、口づけをするかのように、陰唇に舌を這わせ敏感な花心を舌先でつついた。

「ひぃっ、や、やだっ」

　八榎の懇願に聞く耳はもってくれず、彼の舌は遠慮なくその花心を舐めしゃぶる。

　あまりの快楽に逃げだそうと、身体を浮かせるががっしりとした彼の腕のせいで逃げることができず、むしろより深く咥えこまれた。

　先ほどと同じ快感が身体を突き抜けていく。

　その波は長い間隔から、どんどん短くなっていき佑に舐められるたびに達しているような感覚になる。

「うあ、ああ、あんっ、あああ」

「なんでだろう。どうして、こんなに甘いんだろう」

　佑は舌なめずりをした。

　息も絶え絶えの状態の八榎は、身体を動かすことができずぼんやりと天井を見つめる。佑は、ベッドから降りてどこかへ行ってしまう。しばらく経ってから戻ってくると、ガサガサと袋を破いている。

「……買ったばかりだから」

「やる気満々」

「そういうこと言わない。いつ、好きな子とそういう風になってもいいようにだよ。避妊具ないから、お預けとか一番苦しい」

　佑は着ていた服を脱ぎ、避妊具を臍まで届きそうなほどに勃起した肉棒につけた。

　その大きさに、八榎は息をのむ。

「……むりです」

「無理じゃないよ」

「だって、そんな、大きいことあります？」

　動かない身体をどうにか動かそうとするが、その前に佑に捕まえられてしまう。

「大丈夫だよ。八榎ちゃん、俺を受け入れて」

　甘える声をだされ、八榎は無理だとは言えなくなってしまう。

「もう！　ずるい人ですね」

「うん、俺は結構ずるいやつなんだ。ごめんね」

「いいですよ。そういう佑さんを好きだと思うのは私ですから」

「んっ、今あんまり煽らないでほしいかもな」

　佑が困ったように笑う。

　太い肉茎が八榎の陰唇に擦りつけられる。ゆるゆると、愛液を塗すように。彼の肉棒が花心にもあたって、身体が軽く跳ねてしまう。

「挿れるよ」

　指を絡ませあい、ぎゅうっと握りしめ会ながら彼の肉茎が膣内へと挿入されていくのを感じる。その圧迫感に息がつまる。

　苦しいぐらいのそれに、八榎の眉間に皺がよかった。

「はあ、はっ」

「深呼吸して、ゆっくり挿れるから」

「ま、まだですか」

「まだ、先っぽ」

　少し絶望した。

　これが根元まで本当に入るのか。不安でしかない。

　開かれていない場所をこじ開けられていく。

　熱く滾った肉棒が、膣壁を擦る。

　ぬちゃぬちゃと粘着質な音が聞こえてきた。

　佑が八榎の唇を奪い、舌をねじこむ。激しい口づけと同じように、どんどん彼の動きは激しくなっていた。

　膣奥を刺激し、突き上げられる。そのたびに、身体は揺れた。

「ああ、あ、あ、あんぁああ」

「八榎ちゃん、八榎っ」

　ぐちゅぐちゅと淫猥な音をたてながら、彼の剛直が八榎を支配していく。脳髄が蕩けていき、大きな快楽に飲み込まれていく。

「ひ、うあっ、いくっ、いっちゃう」

「イって、俺のでっ」

「ああ、あ、あっ、んぁああっ」

　駆け抜ける快感に飲み込まれ、八榎は一際高い嬌声をあげながら背中を弓反りにして達した。佑は、八榎が達したのをわかっていながらも彼女の身体を押さえつけながら腰を動かす。

「俺も、でるっ」

　彼の剛直が膨らみ爆ぜた。

「ぐうっ」

　掠れた低い声を吐きだしながら、佑は絞りだすように腰を動かした。

「んあっ」

「はあ、はっ、八榎ちゃん」

「佑、さん」

　佑は嬉しそうに笑みを零し、口づけを落とす。

　八榎はどんどん意識が朦朧としていき、気づかぬうちに意識を手放してしまった。










第三章











　身体が動かず息苦しくて目を覚ます。

「身体、いたい……」

　昨夜の情事のせいだ。それに、自分にのっている腕が想像以上に重かった。

　まだすやすやと眠っている彼の顔をみる。

　長い前髪をそっと横に流す。見えた彼の閉じられた瞳。

　男性らしい顔のラインを指で撫でる。

　今思うと、もともと彼に好意があった。おそらく、カフェで働いていたときから。

　けれどあの頃はそれを明確に恋や愛だとは思っていなかったし、あのままであればきっと、感情が更新されることもなかった。こうして一緒にいる時間が増えて、彼の人柄をより知って変わっていったのだ。

　八榎はじーっと彼の寝顔をみつめ、頬に口づけを落とした。

「んんっ、シャワー借りよう」

　起き上がって、身体をぐっと伸ばしたあとベッドからおりる。

　ぐっと足に力をいれて、ふらふらとシャワー室へと向かう。腰がだるいし、普段使わない筋肉が悲鳴をあげている。

　シャワーを浴びていると、洗面所の扉が開く音がして浴室の扉をノックされる。

「八榎ちゃん？」

「はい」

「乾燥機のなかに、八榎ちゃんの服とか入ってるから」

「え、ありがとうございます」

「うん」

　扉が閉まったので、八榎はシャワーを続けてからあがる。タオルで身体を拭いて髪の毛をふきながら乾燥機の扉を開ける。そこには八榎の服だけが入っていた。

　どうやら昨日あの後に、彼が洗濯をして乾燥機にかけてくれたらしい。

　そして洗濯機の上にはコンビニで買ってきたのであろう下着も置いてあった。

「なんて、心遣い……」

　ここまでくると、本当にやる気満々だったんだなと思う。

　それが嫌だとは思わないので、自分も自分だ。

「好きだと思うと、結構なんでも許容しちゃうところあるからなあ」

　腕を組んで少しだけ唸る。

　恋人として付き合うことになったとしても、仕事は仕事だ。公私混同はしないように気をつけねば。

　着替えて髪の毛を乾かしてから、リビングへいく。すると、佑が朝ご飯の準備をしてくれている。

「ふえっ」

「そんなに驚かなくても」

「私がここにきてから、冷蔵庫の前以外でキッチンに立ったところ、見たことがなかったので……」

「あー、そうだよね。食事は八榎ちゃんに任せてたし、キッチンに立つ時は八榎ちゃんが休みの日とか帰った後だから」

　キッチンからはいい匂いがしてくる。

　これは、バターの香りだ。

「なにを作ってるんですか？」

「バターたっぷりのスクランブルエッグと焦げめをつけたベーコン」

「それって、オムレツにしたかったのと焼きすぎたってことです？」

「ははは、すぐにバレちゃった」

「待っててくれれば、私が作りましたよ」

「だって、いまは業務時間外だろ？　身体を酷使させただろうし、こういうときは甘えてくれると嬉しい」

　頬をぽりぽりとかいて佑がはにかむ。

　八榎は胸元の服をぎゅうと握りしめて、身体を丸める。

　なんてずるい。そんなことを言われたらときめいてしまう。

　もちろん彼の人柄もとても好きだ。けれど、正直彼の大きな身体や照れ屋でちょっとヘタレな部分がたまらなく愛おしい。

　今まで気づいていなかった自分の性癖を、目の当たりにした瞬間だ。

「大丈夫？」

「生きてます。大丈夫です」

　この感情は本当に厄介だ。ちょっとしたことがたまらなく好きだと思うし、甘えたくなってしまう。気を引き締めなければ、どこまでもずぶずぶと沼にはまっていけるほどだ。

　十代の初恋ではないのだし、大人としての自制心を保たねば。

　朝食を摂ってから、八榎は早めに仕事を開始した。仕事を終えたあと、仕事場の佑の背中が見える位置の壁によりかかって、佑が仕事をしている背中を眺める。

　十分ほどそうしていると、佑が振り返る。

「八榎ちゃん？」

「はい？」

「楽しい？」

「楽しいというよりは、落ち着く？　んー、なんて言えばいいのかわらかないです。もうちょっと佑さんの背中見たら帰ります」

「え、帰ってほしいって言ってるわけじゃないんだよ？」

「いやいや、人の気配ってどうしても気になったりするじゃないですか。ちょっとだけ眺めたら帰りますよ。着替えもありますしね」

「そっか、そうだよね」

　彼の声のトーンが明らかにしょんぼりしている。

「また、明日すぐ会えるんですから」

　佑が仕事に戻ったのを確認して、八榎は立ち上がる。

　リビングに置いてある鞄から化粧ポーチを取りだした。そこから、可愛いキャラクターの髪留めを探しだす。

　仕事場に戻り、佑の傍へと近づいていく。

「どうしたの？」

「こっち向いてください」

　佑は八榎に言われた通りにする。八榎は、彼の前髪にそっと触れ、横にわけて髪留めでとめた。

「うわ、なんか眩しい」

「そりゃそうですよ。私が知る限り佑さんが前髪上げているところ、見たことないですもん。家の中だし、仕事したり本読んだりするのに邪魔じゃないですか。目も悪くなっちゃうと思うので」

「……」

　佑がこちらをじっと見つめる。

　長い前髪に隠れていた二つの目。小説のように前髪をあげたらイケメンだったというわけではない。どちらかというと大きな身体も含めて怖さのほうが増す気がする。

　けれど、八榎としてはそこがまたいいと思っている。

　これで顔がよかったら、なんだかとても癪だ。

「前髪ないほうが、私の顔もよく見えません？」

「そうだね。八榎ちゃんのかわいい顔がよく見える」

「じゃあ、仕事はほどほどにしてくださいね」

　本来であれば頑張ってくださいと言うところだが、マネージャーをしている身とすればほどほどが一番いい。八榎は、佑の額に口づけをして帰宅をした。

　ベッドに寝転がると、すぐに眠気がやってくる。さすがに昨夜から今日にかけて身体を動かしたので疲れてしまっている。化粧だって、佑の家にはクレンジングがないのでお湯で洗っただけだ。

　どうにか身体を動かして洗面所で顔を洗う。鏡に映る自分の顔は幸せそうではあるが、ひどい状態だ。

「はあ、寝よう」

　佑はまだ仕事をしているだろうか。そろそろ間食用のクッキーがなくなるので、明日作っておいてあげよう。

　彼のことを考えて眠れるのがとても嬉しい。




　その後も、基本的に今までとは変わらない生活を過ごした。

　彼の仕事の状況に合わせて出勤して、仕事をする。

　変わったことといえば、佑が八榎のあげた髪留めで前髪をとめるようになったことと、時折八榎が泊まるようになったことぐらいだ。

　ただ締め切りが近づくにつれて、恋人としてというよりはマネージャーとして遅くまでいたり泊まっていたりする。

　時間的に追い込まれれば追い込まれるほどに、集中力が上がってしまうようだ。

　前よりはマシになったとはいえ、やはり徐々に食事を摂らなくなったり、睡眠時間を削ったりするようになっていった。八榎では、彼のことを無理やり机から引き剥がすことができない。

　なにが効果的なのか、とても悩む。

「佑さん」

「……」

「ちょっと休憩しませんか？」

「……」

　まったく返答がない。八榎が来てから、トイレと軽い食事以外はほとんどパソコンに向かっている。おやつで釣ってみたが、今日はそれにも反応してくれない。

　締め切りまで残り二週間。

　進歩的には悪くはないが、残り一週間というところで話を一気に書き換えたりすることもあるらしいので、余裕があるとは言い切れない。

　だが、このまま帰れば佑はまた倒れるまで仕事をしていそうだ。

　八榎は弟の克也に男性の気を引くにはどうすればいいのか聞いてみた。メールの返答を見て、八榎の眉間に皺が寄る。

「弟よ。姉に〝誘ってみれば一発〟ていう返答、どうかと思う」

　もう少し実のある答えが欲しかったが、そもそも自分の聞き方も悪かったと気づく。気を引くというのはそういう意味ではない。だが、弟はそう捉えたようだ。

　念のためそういう意味ではなく、あくまで仕事としてということを強く伝えておく。

　しかし、弟が言っていることは効果的だ。だからといって、そこに体力を使ってほしいわけではない。

　そこで思いついた案を、言うだけはタダだからと行動にうつす。

　仕事場の扉を少し開いて、外から声をかける。

「佑さんって、膝枕に興味あります？」

　やはり反応はないかと仕事場の扉を閉じようとしたが、勢いよく佑が振り返る。

「ある！」

　弟よ。効果抜群だったことを報告する。

「あ、でも待って。二日風呂入ってないから、シャワー浴びてくる」

「了解です」

　まさか膝枕のために、シャワーまで浴びるとは思いもしなかった。

　八榎は軽い食事も準備する。こういうときは野菜たっぷりのうどんだ。タンパク質も必要なので、鶏胸肉も入っている。鶏のだしがでていて、なかなか美味しくできた。

「いい匂い。……お腹空いたかも」

「うどんですよ」

「膝枕……」

「ご飯食べたら」

　佑は少しムッとしたようだが、八榎が笑みを絶やさずにいると大人しくテーブルに用意されたうどんを食べ始める。やはりお腹が空いていたようで、スープまで綺麗に食べきった。

「ごちそうさま。美味しかった」

「それはよかったです。片付けちゃいますね」

　佑がそわそわとこちらをみる。仕事自体はこの洗い物で終わりだ。

「これが終わったら仕事も終わるので、もう少しだけ待ってくださいね」

「ん、わかった」

　佑はソファーに座り、こちらを見ている。

　洗い物を終えて、手を洗う。八榎はソファーに行き座る。そして、ぽんぽんと手で自分の太ももを叩いて見せた。佑が、ゆっくりと身体を傾け八榎の膝に後頭部を置いた。

「どうです？」

「ぷにぷにして気持ちがいい」

「そうですか」

　あまり褒められている気がしない表現だが、佑が本当に気持ちよさそうなので怒る気もおきない。

　柔らかい彼の髪の毛を優しく撫でる。

「最近悩んでますね」

「んー、ちょっと展開的にね。……そういえば、八榎ちゃんってあそこの喫茶店の前は会社にいたんだよね？」

「……そう、ですね」

「どんな仕事をしてたの？」

「営業をやってました」

「営業かあ、コミュニケーション能力がないとキツい仕事だよね」

「たしかにそうですけど、ありすぎるのも問題だったのかなって思います」

　小さく零した言葉に、佑が八榎のことをじっと見る。

「それが原因で辞めたってこと？」

「佑さんって、けっこう察する能力高いですよね。そんなすぐわかっちゃいます？」

「なんとなく。小説を書くのに、いろんな人の空気や声のトーン、話す間とかを観察するようにしてるから。気づくほうだと思うよ」

　家族と仲のいい友人以外に、会社を辞めた理由は話していない。

　けれど、彼にだったら話してもいいと思った。

「聞きます？　楽しい話じゃないですよ」

「八榎ちゃんのことだったら、何でも知りたい」

　八榎は佑の頭を撫で続けながら、ぽつぽつと語る。

「いい、会社だったんです。みんな優しかったし、若い子が少なかったからよけいに可愛がってもらったんですよ。なんかもう、社長からみたら孫！　娘！　って感じで」

「アットホームだったんだ」

　八榎は小さく頷いて見せる。

　新卒で入り辞めるまでの四年間。

　営業の仕事は大変だったが、いろいろな人に出会えるのが楽しかった。

　けれど中には、女だからと侮る人や理不尽なことを言ってくる人もいた。「女が営業なんて」と性別を理由にバカにされる事はまだ我慢できた。むしろ、文句の付け所のない完璧な仕事を見せつけてやろうとやる気が湧いた。厄介だったのは、女というだけで性的な対象として見られることだった。と

　彼は八榎よりも二つ年上で、身長も高くモデルのような体型で顔立ちも日本人離れしていた。八榎の好みではなかったが、世間的にはイケメンだった。彼はそれを自覚していて、自分に自信があったのだと思う。「この世の女は全員、自分に惚れている」そう思い込んでいたのかもしれないし、八榎の営業スマイルが彼にそう勘違いさせてしまったのかもしれない。

　どちらにせよ、彼は八榎が自分に好意があると思い込んだ。

「デートに誘われました。全部断ってたら、今度は仕事のほうで影響がでちゃったんです」

「影響？」

「自分の誘いをこれ以上断るなら、契約を打ち切るとか、そういうよくあるやつです」

「最低だな。男の風上にもおけない」

「上司に相談して、担当を外してもらいました。そうしたら、私をだせって騒ぎだしてしまって」

　会社の人たちは味方をして、守ろうとしてくれた。

　けれど小さな会社だ。

　こういったことが噂になれば、他の取引先にも影響がでる可能性がある。彼が悪意ある噂を社内外に吹聴すれば、会社がどうなるかもわからない。小さな噂だとしても、それがどう影響して信用問題に発展するかもわからない。

「大袈裟かもしれませんが、そこまで思いました。今では情報が簡単に外に発信できる時代です。それが本当でも嘘でも。一度拡散された話は、なかなか消えませんし一生それに捕らわれることだってある」

「大袈裟じゃないかもね。実際にあり得ることだ」

「自分で自分を追いつめてしまって……」

　それだけではなく、だんだんと社内でも〝いい加減、どうにかしてほしい〟とか〝あの子も本当は喜んでる〟などと言われたりもした。

　社長や上司は、噂なんて気にしなくていいと言ってくれた。けれど、こういったことは時間がかかればかかるほど、社内の居心地も悪くなっていく。

「疲れちゃって、辞めることにしました。社長は休職扱いを提案してくれましたが、断ったんです」

　仕事を辞めたあとは、家に引きこもった。

　辞めることを決めたのは自分ではあったが、どうしてという感情が強かった。

　なにもしていないのに、ただ仕事をしていただけなのに。

　こんな目にあったというのに、相手にはなんのお咎めもないのか。

「悔しくて悔しくて、泣きました。一ヶ月以上そうしていたら、伯母が声をかけてくれたんです」

「喫茶店で働かないかって？」

「はい、最初は断ってたんですが。このままだと家賃が払えなくなって、実家に帰ることになると思って働くことにしました」

　事情を知っている伯母夫婦は無理せずにと言ってくれて、最初は週に一回や二回からはじめた。時間も短かった。

「私最初のころすっごい男性には愛想悪かったんですよね。よくみなさん許してくれたなって思います」

「あー、俺は全然気にしてなかったかな。八榎ちゃん、ケーキをすすめてくれた時に、はじめて笑顔を見せてくれたんだよ」

「よく、そんなに覚えてますね」

「可愛いと思ったから。いつも笑ってればいいのにって思ったよ」

　あの喫茶店での時間は、八榎の心を癒やしてくれた。あの時間がなかったら、八榎はいまもまだ引きこもったままだったかもしれない。

伯母夫婦には感謝しかない。

「にしても、その頃に戻って君を守ってあげたいよ」

「佑さん」

「こんなありきたりな言葉しか言えなくてごめん。けど、俺はそいつのことを許さない」

　八榎は唇をぐっと噛みしめる。

　別に慰めてほしかったわけではないし、八榎にとってはもう通り過ぎた過去だ。

　それでも、あの時の自分を守りたいと言ってくれる人がいることが嬉しい。

「ありがとう、ございます」

「泣かないで」

　気づかないうちに、ぼたぼたと涙が零れていた。佑が、指ではらってくれる。

　八榎は、そっと佑の唇に口づけを落とす。

「大好きです」

　佑の口元がゆるゆるとだらしなくなっていく。思わず笑ってしまった。

　彼は頭をあげ、八榎の頭を優しく撫でて額に唇をおしつける。

「話してくれてありがとう」

「いえ、私こそ聞いてくれてありがとうです」

「さて、名残惜しいけどそろそろ仕事再開しなきゃだな。八榎ちゃんはどうする？」

「今日は帰ります」

「わかった。気をつけてね。返信できないかもしれないけど、家についたら連絡して」

「はい」

　佑のマンションをでて、暗くなった道を歩く。

　空を見上げると丸い月がこちらを照らしている。

　なんだか、気持ちが軽くなった気がした。




　二週間後、無事に執筆を終えた佑はソファーの上で寝転がっている。

「佑さん、終わったんですからベッドで寝たらどうですか？」

「長い話の執筆が終わったあとって、なかなか寝られないんだ」

「興奮してですか？　ハイテンションになってるみたいな」

「そう、それ。それに、その……そっちのほうも」

　佑が恥ずかしそうに顔を覆う。

　彼の着ている服の上からもわかるほどに、そこは盛り上がりを見せている。

「まだ、朝なんですよね」

「うん」

「でも、佑さんの寝室のカーテンって遮光ですよね」

「そうだね」

「夜みたいですね」

「八榎ちゃん！」

　佑はソファーから立ち上がり、しゃがみこんで彼のことを見ていた八榎を抱き上げて寝室へと急ぐ。

　ベッドの上に勢いよく倒されて、スプリングがぎしっと大きく揺れる。

　普段であれば、こんな時間からと思うが頑張った仕事が一段落した後なのだから甘やかしてあげたいと思う。

「八榎ちゃん、八榎」

　彼のこういう時だけ呼び捨てにしてくるのが、たまらない。

　佑は八榎の服をぐいぐいと引っ張り、脱がせようとする。

「わ、わ、佑さん！　服伸びちゃいます」

「新しいの買ってあげる」

「そういうことではないと思うの！　少し待って、少しでいいので！」

「うぅっ」

　佑が低い声をだしながら、両手をぐっと握りしめて我慢する。

　八榎は息をはきだしながら、自ら服を脱ぎ捨てた。そして、じっと我慢している佑の服に手をかけた。

「八榎ちゃん？」

「ばんざいしてください」

　佑は言われたとおりに、両腕をあげた。八榎は彼が着ていたＴシャツを脱がし、スウェットのズボンに手をかける。

「いやいや、待って待って」

「大丈夫です」

「大丈夫とかじゃなくてねっ」

　八榎は彼の言葉を無視して、ぐいっとスウェットを下げる。すると、ぶるんと大きな剛直が目の前に表れた。相変わらず太くて大きい肉棒に、ごくりと唾をのんだ。

　そっと、肉棒に触れる。

「んっ」

「やったことないですけど、勉強したんです、ネットで」

「……俺のために？」

「それ以外にないですよ。気持ちよくなってもらいたくて」

　熱棒を軽く握り、ゆっくりと上下に動かしていく。根元まで下ろしカリ付近まで上げる。それを何度か繰り返していると、先ほどよりも少し大きくなった気がした。

「もう少し、強く握ってくれるかな？」

　佑が熱い息を吐きだす。

　八榎は、言われたとおりにもう少し強く握り、先ほどと同じように上下に動かした。

　何度か手で扱いてから、今度は鼻を近づける。すんすんと匂いを嗅いだ。

「ちょ、八榎ちゃん!?　匂いを嗅ぐのはどうかと思うんだ！」

「あ、ごめんなさい。なんというか、見知らぬものを口に入れる前って、なんとなく匂いを嗅いでしまうんですよね」

「口……？」

　八榎は小さな舌で鈴口をちろちろと舐めてから、舌全体で先端を舐めた。熱く荒い息を聞きながら、カリの部分を舐め回し口に含み吸いあげる。

「はあ、ぐっ」

　佑の腰が揺れる。

　彼が気持ちよくなってくれていることに愉悦を感じた。

　もっと、もっと、気持ち良くなってほしい。

　ちゅうちゅうと厭らしい音をたてていると、佑の大きな手が八榎の頭を優しく撫でる。

　吸いながら肉棒を手で扱いていると、佑は我慢しきれなかったのか声を荒らげながら上半身を屈ませた。

「う、ああっ、ぐぅっ」

　より膨れたそれが弾け熱い塊が口の中へと入ってきた。

「んぐっ」

　口の中がねばねばとして、眉間に皺を寄せる。

「はあ、はあ……。あ、うわっ！　八榎ちゃんごめん！　吐いて！　吐いて！」

　手渡されたティッシュに遠慮なくそれを吐きだす。

「けほっ」

「本当、ごめん。頭の中真っ白になって我慢とか止めるとかできなかった」

　しゅんと肩を落とす佑をみて、八榎は思わず笑みが零れる。

「私がやりたくてやったんですから、そんな落ち込まないでください」

　けれど、やはり口の中が気持ち悪いので口をすすぎに洗面所へ向かう。

　何度かうがいをしてから、寝室に戻ると佑がベッドのうえで正座をしていた。

「佑さん？」

「八榎ちゃん、ありがとう」

　本当に可愛い人だ。

　こんなに大きくて、顔立ちだって強面だというのにその内面はとても優しく可愛い。

　八榎は、ベッドのうえにあがり膝立ちになって佑の顔に両手を添える。薄い唇に口づけを落とした。

「今度は俺にさせて」

「へ？」

「最低二週間はしてなかったから、溜まってるし。やっぱり八榎ちゃんのことを気持ちよくしてあげたいし、君の中に入らないと気持ちがおさまらないんだ」

　そう言った佑は八榎を押し倒して、うつ伏せにした。

「た、佑さん。これは……いったい……」

「いつも前からだから、今日は少し趣向を変えてみようかなって」

　腰を持ち上げられて、お尻を突きだす格好にさせられる。恥ずかしさに腰をおろそうとしたが、彼の手で阻まれてしまう。

　お尻をやわやわと揉まれ、ちゅっとキスされた。

　付け根部分や太ももを優しく撫で回されたりと、羞恥で顔から火がでそうだ。

　佑の手が八榎の秘部に触れる。

　陰唇を指で開かれ、愛液が零れた。

「濡れてるね」

　嬉しそうに言いながら、割れ目に息がかかった。

「ひうっ」

　息を吹きかけられ、べろりと舐められた。ぬるぬるとした舌が陰唇を分け入り、ちゅぽちゅぽと淫猥な音をさせながら、だし入れさせる。

「ん、んっ」

「声だして」

「だって、まだ……時間がっ」

「大丈夫、ここ防音そこそこいいから聞こえないよ」

「や、あああっ、あんっ」

　遠慮のない舌が八榎の中で動き回る。

　彼の指が花心に触れ、優しく撫で回してから少し強い力で摘まんだ。

「あああ、あ、あ、あああつ」

　潤んだ瞳を見開きながら、八榎は背中を仰け反らせる。

　身体に力が入らないというのに、彼の力強い手は変わらず八榎の腰を持ち上げ続けた。

「八榎ちゃん、いい？」

「ん、……はい」

　この状態で挿入されれば、脳髄が蕩けるのがわかっている。わかっているが、それに抗えないし、抗いたくない。

　気持ちよくなりたい。

　また、彼の熱い肉棒で翻弄してほしい。

　自分でもこんなことを思うなんてと呆れるが、大きな身体に抱きしめられ太い肉棒で擦られる快楽を覚えてしまったのだ。

　避妊具がつけられた肉茎が、しとどに濡れた陰唇に擦りつけられる。

　ぬちゅぬちゅと何度も擦ってから、ずぷっとゆっくりと挿入されていく。

「は、はあっ」

「や、えちゃん。もっと、力抜いて」

　身体が強張ってしまっていて、うまく力が抜けない。

　上半身を屈ませた佑が、八榎の顎を後ろに向かせ唇を奪う。

　舌と舌が絡まり合う。

　少し八榎の力が抜けた瞬間に、佑は腰を推し進めた。

　八榎はその圧迫感に息苦しくなりながらも、満たされる。

　淫らな音と八榎の甘い嬌声が部屋の中に響く。

　その濃密な空気に身体は熱くなるばかり。

　奥深くに肉棒を埋められ、何度も揺すられ穿たれる。

　八榎は目の前にあるシーツを強く握りしめた。

　佑の手が八榎の胸と花心へと伸びる。

「ひぃっ、や、ぜんぶはいやあ」

「大丈夫、気持ちよくなるだけだから」

　乳首を指の腹でぐにぐにと押しつぶされ、花心は摘ままれる。あげくに、律動は泊まらないという三重苦に八榎は意識が飛びそうになる。

「だめ、や、いっちゃう、いっちゃうの」

「うん、うん。いいよ」

　佑の優しい声に促され、八榎は目の前に火花が散り絶頂を迎えた。

　そのまま意識を手放したかったのに、佑の腰の動きはより激しくなっていく。

　止めどなく襲い来る快楽に息が続かない。

　膣内の熱棒が質量を増していき、八榎の最奥へ穿った瞬間、簡単に達しやすくなった八榎の身体は痙攣し膣内が蠢いた。佑の膨張した熱棒の切っ先から白濁がびゅるびゅると吐きだされた。

「八榎、八榎っ」

　佑は低い呻き声をあげ、なんどか膣壁を擦る。

　そのたびに八榎の身体はびくびくと動くのを止められない。

　佑が八榎を強く抱きしめ、肉棒を引き抜いた。

「八榎ちゃん、好きだよ」

「知ってます」

　佑が満足そうに笑い、八榎も釣られて笑みを零した。

　佑の身体が傾いたと思うと、そのままベッドに沈み込んでしまう。

「佑さん？　佑さん……。寝てる」

　この二週間忙しく睡眠もまともにとってないことを考えればいたしかたないが、少しだけ寂しくも感じる。

「もう、おやすみなさい」

　佑の頬に口づけを落としてから、毛布をかけてやり八榎も下着とＴシャツだけを着てその隣で眠りについた。







　それから半月ほど、佑はいっさい仕事をしなかった。

　脳みそを休めているらしい。

　スケジュール的にも仕事はつまっていないので問題はない。直近であるとすれば、短編を一本。そして、前原からずっと打診され続けている恋愛小説だ。

　かたくなに断り続けているが、前原もなかなか諦めない。八榎からすれば、嫌だというのだからそっとしておいてあげて欲しい反面、もう一度彼の恋愛小説を読みたいとも思う。なので、口はださず彼らの攻防戦を眺めているだけだ。

　ただ、今日はいつもよりヒートアップしてしまっている。

「矢ヶ崎さん、お願いですよ」

「だから、断ってるじゃないですか」

「どうしても納得できないんです！　あれ以上のものが書けないなんて、どうしてそんなこと思うんですか！」

「そう思うから」

「書いてみなきゃわからないじゃないですか」

「わかります」

「わかりませんよ！」

　だしたお茶はすでに冷めてしまっている。

　八榎は小さく息を吐きだす。洗濯物を片付けていたのでリビングにいたが、これ以上はいたたまれないので買い物にでもいこうか。

「そもそも俺が書くこと自体マイナスなんです」

「……まさか、まだあんなことに拘ってるんですか？」

　前原が驚いた顔をして、苦しそうな顔をする。

「そう、ですか。それが理由なら、納得しました。もうこの話はしません」

「すみませんが、よろしくお願いします」

　八榎はいったいどういうことなのかわからなかった。

　前原の言う〝あんなこと〟とはなんなのか。

「佑さん」

　前原が帰った後で八榎が声をかけると、佑は力なく笑った。

「前の恋愛小説が映画化されて、原作者としてメディアにでたんだ」

「そうなんですか」

　たしかに、小説が映画化すると原作者も完成披露試写会に出席したりする。けれど、八榎はそういったことには疎いので、記憶はあまりない。

「その時ネットで叩かれた」

「本をってことですか？」

「いや、俺が」

　正直何を言っているのかよくわからなかった、

　佑が原作者でいったい何を叩かれたというのか。

　意味がわからず眉間に皺を寄せたまま黙っていると、佑が説明をしてくれた。

「八榎ちゃんは全然気にしてないみたいだけど、俺見た目こんなんだから」

「佑さんの見た目がなんだっていうんですか」

「ネットではチンピラみたい、この人がこの話を書いたとか無理、ゴーストライターでもいるんじゃないか、原作者みて感動薄れた。とか……。まあ、いろいろ」

　驚愕し、言葉がでなかった。そして、彼自身こんなことを自分で言いたくはなかったろうに、言わせてしまったことに後悔する。

　知らなかったから、では言い訳にならない。

　彼の心の傷を自ら開かせるかたちになってしまった。

　自分の不甲斐なさに呆れる。

　それに苦しいのに誤魔化して自嘲する彼の姿に、泣きたくなる。

　八榎は、フローリングに膝をついて佑の手をぎゅうっと握りしめる。

「きっと、こんなことたくさん言われてるだろうけど、そんなの一部の人で、その人達のために佑さんは書いたわけじゃない」

「ん、わかってる」

　本当にそうだろうか。そう、言い聞かせているだけなのではないか。

　長い付き合いである担当の前原も言わなかった。自分が言っていいことなのかもわからない。付き合っているからといって傲慢だ。

　自分が言いたいだけで、佑のことを思ってのことなのか。

　自問自答した。

　言えば嫌われるかもしれない不安だってある。

　でも、これは、自分のためだ。

　佑のためだと言い訳をしたいが、違う。彼のことを思うなら、そっとしておいてあげればいい。恋愛小説を書かなくたって、ミステリーや他の小説でも人気の人だ。

　それでも、読みたい。活字をそんなに読まない人間だが、彼の恋愛小説をもう一度読みたいというエゴだ。

　八榎は握っている手を見つめながら、よりいっそう力を込めて彼の手を握りしめる。そして、彼の目を真っ直ぐと見た。

「……わかってない。わかってたら、佑さん書いてる」

　佑が目を見開いた。

「だって、そうでしょ？　もし、佑さんが本当にわかってたら別のお話書けてるよ。私は、佑さんが書く話、凄く好き。何度も何度も繰り返して読んだ。そういう人いると思う。ミステリーも好きだけど、恋愛ももう一度書いてくれないかなって。前原さんだって、それがわかってるから何度も打診したんだよ」

　彼は黙ったまま、こちらに視線を合わせてくれない。

「八榎ちゃんには、俺の気持ちはわからない」

「そんなのっ、当たり前でしょ！　私は佑さんじゃない。だから、私には佑さんがそのことでどれだけ傷ついたのかわからない。でも、佑さんも私のことはわからない。深く付き合いだしたのはここ最近。わからないことだらけだよ」

　それでも、歩み寄りたいから。近くにいたいから。傍にいたいから。

　理由なんてたくさんある。

　だから話をしたい。これは、恋人としてなのかマネージャーとしてなのか、自分では正直わからない。

　ただわかるのは〝書きたくない〟ではないということ。

「佑さんがまた嫌な気持ちをするのは私だって嫌。だけど、顔も見えない他人に見た目のこと言われたからって何になるの？　あなたが素敵な人だってこと、近くにいる人はみんなわかってる。知ってる。それじゃあ、駄目？」

　佑に手を振り払われた。勢いがあったせいか、少し手がじんじんとする。

「ごめん、帰ってほしい」

「佑さん……」

「頭のなか、ぐちゃぐちゃだから」

　八榎は唇を噛みしめながら鞄を手に取った。

　遅い歩みで玄関までたどり着き、靴をはいて頭を下げる。

　声はだせなかった。だしたら、泣きそうなことがわかってしまう。

「……申し訳ないけど、しばらく来なくていいから。落ち着いたらこっちから連絡する」

　背中を押されて、外にだされる。扉が閉まり、ガチャと鍵がかかる音がした。

　完璧な拒絶だ。

　ぼろっと涙が零れる。

　言い過ぎた。踏み込みすぎた。

　見た目のことを言われたぐらいでとも思う。けれど、それは彼にとって深い傷だったしトラウマだったかもしれない。それを、ずけずけと踏み込んで荒らした。

　零れて止まらない涙を、手の甲でぐいぐいと拭きながら歩く。鼻を何度も啜って、すれ違う人がこちらを振り返る。

　自分の不甲斐なさに泣いているだけだから、気にしないで欲しい。

　もっと言い方があったはずだ。やっぱり自分のエゴを押しつけたからこうなったんだ。

　さまざまなことが頭の中を過ぎっていく。

　理解できたのは、距離を置かれたということだけ。

　自分のためだとわかっていて言ったくせに、拒絶されれば苦しい。

　本当に傲慢で、我が儘だ。

　自分で自分が嫌いになる。

　なんとか自宅アパートに帰り、毛布に包まって声をだして泣いた。

　泣きたいのは自分ではなく佑だろうに、声が嗄れるまで泣き続けた。

　泣き疲れて眠ってしまったようで、翌朝喉の痛みで目を覚ました。

　声は掠れていて、温かいお茶を飲んだりしてみたがよくはならない。

　そのまま、熱までだしてしまいしばらく寝込むはめになった。心配した弟が看病してくれて、弱っているせいかよけいに泣いてしまった。

　ベッドで眠りながら、ずっと佑のことを考えている。

　ちゃんと寝て、食べているのか心配になる。

　ほとんど毎日彼のところにいき、一緒に過ごしていた。

　最近では休みの日でも彼のところに行っていたぐらい。だから、三日以上会わなかった日はない。寂しさが募る。

　あの時、ただ彼を肯定して傍にいてあげるのが最善だったのか。

　スマホを何度もみるが、彼からの連絡はいっこうにない。もしかしたら、もう二度とこないかもしれない。

「自分で考えて、決めたことのくせに。バカみたい」

　毛布を被り直して、眠りについた。

　あの日から一週間経ったが、やはり佑からの連絡はない。

　八榎はもしかしたら伯母夫婦の喫茶店に顔をだすかもしれないと思い、喫茶店へと向かう。その日は一日、カウンターで彼がくるのを待った。

　翌日も同じように、カウンターでくるかもわからない彼を待つ。

「お前さ、喧嘩でもしたの？　それともクビにされたわけ？」

「喧嘩……ではないと思う。私が悪い。あと、まだクビになってない」

「クビにされそうなのは確かか」

「うるさい」

　従兄弟がカウンターでコップを拭きながら、八榎を呆れたようにみる。

「どうせまた、言わなくてもいいようなこと言ったんだろ。お前ときどきそういうところあるよな」

「だから、うるさいってば」

「やっさんっていう常連さんだろ？　途中から、お前目当てだったらしいって聞いた」

「え、そうなの？」

「そこには食いつくのかよ」

　当たり前だ。前からの常連だったのだから、自分目当てになってたなど知らない。

「母さんがいうには、前はもっと頻度少なかったらしい。八榎がここで働き始めてからわかりやすく増えたんだって」

「そうだったんだ……」

　この日も彼が喫茶店にくることはなかった。

　自分から連絡すればいいのにと思いながら、佑から連絡すると言われたのだから待ちたい。きっと、一度は必ず連絡をくれるはずだから。

　そんな風に思いながら過ごしていると、彼からの連絡がきた。

【こんにちは。しばらく休職というかたちをとってください。もう少しだけ時間がほしいです。待ってて】

　待ってて、それだけの言葉に救われた。忘れられたわけではない。彼が時間がほしいというのなら、ただ待とう。

　八榎は、伯母夫婦に頼んで喫茶店でしばらくバイトをさせてもらうことにした。二つ返事で了承してくれたのには感謝しかない。

　人数オーバーなのはたしかだが、八榎が作るケーキがなかなか評判だったので喜んでもらえた。期間限定というのも、そこまで負担にならなかったのだろう。

　時間はどんどん過ぎていってしまい、季節は冬になっていた。あれから、すでに二ヶ月も経ってしまっている。

「二ヶ月かあ……」

　その間佑からの連絡はない。

　待とうと決めたのだが、やはり会いに行けばよかった。

　冷たい風が鼻をツンと刺激して、痛い。だから、泣きそうになっているのだ。




　クリスマスも近づいてきて、世の中がクリスマスソングと装飾で溢れている。今年は一緒に過ごせるかもと思っていたが、無理かもしれない。

　ぼんやりとテレビを見ていると、前原からＳＮＳが届く。

「今からやるテレビ？」

　八榎は前原に言われたチャンネルに回す。すると、そこには八榎がよく知っている人が映っていた。

『いやー、久しぶりのメディアなんですよね。映画の完成披露試写会以外ではインタビューも受けないって聞いてましたのに、なぜ今回はテレビに？』

『いや、その、ある人に言われまして。過去に拘っていても意味がないんだって気づいたので、いままでずっと打診されていたドラマ版を了承したんです。それの番宣と次回作の番宣です』

『あはは、言っちゃいます？　それ』

　司会の人が軽快に話ながら、進行していく。

　佑が書いた最初の恋愛小説がドラマ版として放送されるらしい。そして、来年の二月に数年ぶりの恋愛小説が刊行されるという。

「佑さん……」

　前髪を後ろに撫でつけてあり、顔がよく見える。恥ずかしそうにしているが、堂々としていてかっこいい。

　久しぶりに見る彼は、顔色もよさそうで健康状態も悪くなさそうだ。

　それに、また新しく彼の恋愛小説が読めるのが嬉しい。

　ネットを見てみると、そのことを歓喜しているファンがたくさんいた。嬉しくてたまらなかった。

　八榎は、コートとスマホを手に取ってアパートを飛びだした。

　あの番組は生放送ではなく録画だった。だから、きっといまはマンションにいるはず。

　連絡はきていないが、あの番組が彼からの連絡だったと思いたい。

　アパートをでた瞬間、人にぶつかった。

「つっ、すみません！　って……佑さん？」

「吃驚した。いま部屋まで迎えに行こうと思ってたんだ」

「佑さん、佑さん」

「八榎ちゃん、ごめん。お待たせ」

　八榎は佑にぎゅうっと抱きついた。

　久しぶりに感じる彼の体温と匂い。目の前に彼がいると実感できる。

「ごめんなさい。私、凄い後悔した。傷つけたあとになにを言ってるんだって思われるかもしれないけど」

　彼の目を見ることができず、佑の胸元に顔を埋めながら話していると顔を両手で掴まれてぐっと上を向けさせられた。

「謝らなくていい。図星さされて腹が立ったのは本当だけど、ああして言われてやっと動けた。むしろ感謝してるよ」

「佑さん、そんな、甘やかして」

　簡単に許そうとしないでほしい。でないと、また調子にのってしまうから。

「いいんだ。俺はそういう君に救われてるから。もし、本当に嫌だと思ったらちゃんと言う」

「でも、私も気をつける。だって、それで佑さんと会えなくなるの嫌だから」

「うん。まだまだ、俺たちはお互いのことを知らないから。これからゆっくり知っていこう」

　八榎は頷いてみせた。

　佑は車できていので、その車に乗り込んで佑のマンションへと向かった。

　そこであの後どうしたのかを聞いた。

「しばらく考えたんだ。どうして、前原さんも八榎ちゃんもあんな風に書いたほうがいいって言うのか。それに、俺が本当はどうしたいのか。もちろん、また傷つくかもしれないと思うと嫌だったけど、それ以上に君と出会って感じた感情を言葉にして書いてみたくなった。あの頃とはまた違うものが書ける気がした」

　だから、これまでかたくなに断っていたメディア関係の仕事を解禁したという。

　八榎と出会う前から、彼の恋愛小説のドラマ版をやりたいという打診があったらしく。それも断っていたのを、承知したらしい。

「だから、二つとも告知というか番宣でテレビにでたんですか？」

「そういうこと。俺も一歩踏みだそうと思って」

「テレビにでてるのをみて吃驚しました。でも、前髪おろしてるんですね」

「やっぱりこっちのほうが落ち着くから。家にいるときは上げてるほうが視界がひろがっていいけど。ところで、八榎ちゃんまた敬語に戻ってる」

「……はい？」

　自分ではまったく気がついていなかったけれど、どうやら気持ちが高ぶっていたときは敬語でなくなっていたようだ。指摘されるまでまったく気がついていなかった。

「俺としてはどっちでもいいけどさ。八榎ちゃんが話しやすいほうで」

「わかりました。多分、混じる感じになると思います」

「うん」

「あの、私、また佑さんのマンションに行っていいですか？」

「もちろん。これからも、俺のマネージャーとして恋人として、傍で支えてほしい」

「もちろん！」

　久しぶりに思い切り笑えた気がした。

　佑が、優しく笑うのをみて八榎は嬉しくてたまらなくなる。







　それからすぐに、喫茶店を辞めるむねを伯母夫婦に話し、以前と同様の仕事形態で彼の傍にいる。

　相変わらず睡眠も食事も集中するとなかなかとらなかったり、まったくこちらの声が耳に入っていなかったりするが、それもまた楽しいと感じるようになった。

　前よりも余裕が持てたのかもしれない。

　ドラマ版の決定のおかげで、原作の小説が再ブレイクし映画も地上波で放送された。

　そんな中刊行された小説は、大ヒットを飛ばし、発売して一ヶ月ほどだというのに映画の打診がきている。インタビューなどの仕事が多く舞い込んできているし、これからまだまだ忙しくなりそうだ。

　刊行された小説は、決して八榎と佑の話ではない。

　まったく違う二人が織りなす、少しファンタジーが混じった素敵な話だった。

　二人の心の揺れ動きなどが、以前のものより深く濃いものとなっている。

　彼に「八榎ちゃんがいたから書けた話」と言ってもらえると、それだけで幸せになれてしまう。なんとも現金な人間だ。

　いままで何か夢があったわけでも、やりたいことがあったわけでもない。

　流されるように生きている自覚はあるけれど、これもまたいいのではないかと思う。

　あの時勇気をだして、彼のもとに飛び込んできてよかった。

　今思えば、あの時点で自分は彼に好意をもっていたのだろう。

　でなければ、男性の自宅が仕事場で、基本的に二人きりだなんて場所には出向かない。

　まだ彼と歩む時間は始まったばかりで、これから先も喧嘩をしたりすれ違うこともあるだろう。その時は、原点に戻ろう。

　彼が、数年ぶりに書いた恋愛小説を読み直して。
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